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巻頭言 

 

 学校教育は現在、大きな転換期を迎えております。すなわち、平成 28 年 12 月 21 日中教審答申「幼

稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」

で公表された学校教育における課題と改革の方向性に基づき、学習指導要領が改訂され（幼稚園、小・

中学校は平成 29 年告示、高等学校は平成 30 年告示）、順次、移行期から実施に向かっています。 
 併せて教員養成課程も、平成 28 年の「教育職員免許法」および同施行規則の改訂に基づき、再課程

認定が行われました（平成 29 年度申請、30 年度審査、31 年度より新課程実施）。背景には、現代の社

会および学校現場における種々の課題に対応できる教員、変化の激しい現代社会において常に自ら学び

続け、幼児・生徒・児童を取り巻く環境の変化に対応できる教員を育てる必要性があります。 
 これらを踏まえて本学も各種教員養成課程を見直し、教員養成体制を再構築したうえで再認定を申請

し、過日「承認」となりました。新課程の開始にあたり、教員養成の責任と使命を改めて確認し、本学

の教育理念と各学部学科の特色に根差した教育により、社会や学校の課題に柔軟に対応できる人材を育

成してまいりたいと考えております。そして、本年報がそうした教員養成課程の充実や改善への本学の

取り組みをご理解いただく一助になれば幸いに存じます。 
 新しい学習指導要領では、地域との協働、地域と共にある学校ということも謳われております。今後、

本学の学生・卒業生が実習や業務において、大学のある東金周辺地区のみならず、各地域の方々のご協

力のもとに活動する機会も増えることと存じます。 
 最後になりますが、本学から地域の教育への貢献をお約束すると共に、皆さまに一層のご理解とご協

力をお願い申し上げます。 
 

2018 年度 教職実施委員会 

委員長 岡田 美也子                                                                                          

                                                                                                                                                                                                                                                         
 

城西国際大学 教職課程 Web サイト 

https://www.jiu.ac.jp/teacher_training/                                                                                                                          
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〈研究報告〉 
 

教育課程と授業づくりに関する考察 
−高等特別支援学校と高等学校総合学科の学習書の分析を通して− 

 
目時修 経営情報学部・准教授 

 
１ はじめに 
 学習指導要領は国内の各学校の教育の質を確保するため、学校教育法や文部科学省の規則などで、学

校の教育課程に関しての基準の一つである。学習指導要領には、小学校・中学校・高等学校・特別支援

学校などで教える教科とその内容、配置の順番などが書かれていて法的拘束力がある。授業やそこで使

用される教科書は、その学習指導要領に準拠しなければならない。教師はそのような教科書を１年間で、

どのように“こなすか”という計画を年間指導計画として作成して（もちろん、生徒の実態は考慮して

いる）、その計画に基づき教科書を用いた授業を展開することが求められる。この教科書をどのように

“こなすか”という意識は、教師に学習指導要領で提示された教科単元のすべてを網羅し、教えなけれ

ばいけないということを無自覚的に意識させる。筆者を例に挙げると、授業の 1 単位時間（高等学校は

50 分間）をどうやって授業として“成立させるか”、または“こなすか”を考えてしまい、どうしても

“教え込む”（教師がもっている正解を生徒に押しつける）傾向が強かった。筆者のこのような“こな

す”、“教え込む”という意識は、初任時から 10 年程たった常に多忙感を抱えていた時期くらいから抱

くようになった。この“こなす”、“教え込む”という意識の高まりは、“これだけは何としても教えたい”

という意識になりがちで、教科の単元の要点だけを生徒に覚え込ませ、教科の目的や単元間の関連性を

取り扱う時間を確保することをしなくなってしまう。 
 このような“これだけは何としても教えたい”という意識は、授業の内容（授業づくり）にも顕著に

表れる。小気味好いテンポで進む授業、生徒のレスポンスがよくすんなり進む授業などの年間指導計画

に基づいた学習指導案通りに進むことを目的とした画一的な授業になってしまう。結果、生徒に“どの

ような力が身についたか”という評価（アセスメント）の意識に注意を払うことを薄くさせる。この具

体例は、教師の“今日は何を学習した？”という振り返りの発問に対して、生徒が“教科書の中身をし

っかり覚えました”という反応に代表されよう（正直にいうと、筆者はこのような授業は多かった）。こ

のような教科指導は、子どもの成長や発達段階の実相を考慮しない教科指導となり、特別な支援が必要

な子どもだけでなく、すべての子どもが学習困難者になり得る状況を招いた。これに対して教師は、い

かに対応できるのであろうか。 
これに対応するためには、教師は自らの学校種だけの教育実践に留まらない意識が求められる。通常

学校（小学校と中学校、中学校と高等学校）においては連続性があるために意識の拡張が可能であろう。

しかし、通常学校と特別支援学校にはお互いの学校での教育実践、とりわけ高等学校と特別支援学校の

授業実践と授業づくりを参観する機会がほぼない。このため、お互いの学校に対する見え方や捉え方が

教師によって異なり、それが目に見えない動かしがたい存在してしまっている。後述するように、特別

支援学校の教科学習の基盤にあるのは、教科のつながりに注意を払う、生徒の学習困難や困り感がどこ

にあるか、そこへの支援の方法などを教師間で共有することである。そこからは、どうやって生徒を支

えるのかという教師のロジックがあろう。そして、特別支援教育には障害のある子どもに対する教育支

援、医療・福祉・就労支援機関との連携の実践記録が知見として蓄積され、通常学校における特別支援
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学級や通級指導教室で、障害のある子どもを生涯にわたって支援する視点として援用されている（柘

植,2017）。そこで、障害をもつ子どもの学習困難に対応してきた特別支援教育の事例から、通常学校の

学習困難をもつ子どもが抱えている課題に対する有効な考え方や手だてを考えることを通して先の問

いに答えたい。

特別支援学校は学ぶ側の立場に立った教師を生み出している。その教師の授業づくりと如何なものか。

本稿ではそのような問題意識に立ち、高等特別支援学校（知的障害）と高等学校総合学科の異なる学校

種の各教育課程における学習書の位置づけを明らかにする。次いで特別支援学校高等部の学習書(1)『私

たちの進路＜あしたへのステップ＞』（関口ら,2013,以下『私たちの進路』）と高等学校総合学科の学習

書(1)『産業社会と人間 よりよき高校生活のために 三訂版』（服部ら,2016,以下『産業社会と人間』）の目

次と主要発問を比較することで、それらの特性や傾向の究明をする。その結果を用いて特別支援教育の

教科横断的な教科指導や学習書の編集、それを用いた授業づくりなどの考え方や手立てを通常学校への

適用することについて考察する。それを基に通常学校において生徒とのかかわりを創るための教師の授

業づくりへの提案をおこなう。

２ 先行研究、問題の提示及び意義

 特別支援教育の知見を通常学校（学級）の授業づくりへ援用する先行研究は、中学校教科書『新しい

社会 地理・歴史・公民』と特別支援学校用教科書『くらしに役立つ 社会』の比較を通した教科教育

における「学習困難についての研究(1)〜(5)」(例えば、池野ほか,2014、若原ほか,2015、横山ほか,2015、
岡田ほか,2016、池野ほか,2016)が認められる。これら一連の先行研究は、特別支援学校と中学校の教科

書の比較を通して、特別支援教育と教科教育の間に作られていた溝を埋め、学習困難の視点から教科教

育における“社会科の授業づくり”のあり方を明らかにしている。高等学校の教科指導に関する先行研

究は筆者の調べた限り、誰もがわかるユニバーサルデザインに基づいた授業づくりが、学習に“つまず

き”のある生徒だけではなく、理解のはやい生徒や中間層の生徒にも有効だという報告（村田,2016）が

あるだけで、本稿で議論する教科書を比較対象としつつ、特別支援教育で実際におこなわれている個に

応じた教育実践の知見を援用する教師の授業づくりの研究は認められなかった。そこで、このような援

用について論じる。以下、特別支援教育における学校教育における知見を高等学校の教科教育に援用す

る意義について述べておく。

先に述べたように特別支援学校では、教科学習のつながりを重視し、職場体験等の学びをコアとした

授業づくりがすでにおこなわれている（目時,2017）。このような教育のあり方は、子どもたちが未来の

社会を切り拓くための資質・能力を確実に育成するための「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた、

教科横断的な視点での教育活動（各教科や特別活動など）による子どもの知識の理解の質の向上に不可

欠である。特別支援学校における教科学習のつながりの基盤にあるのは、子どもがどのようなところに

学習困難や困り感を感じてつまずいているのか、そこにどのような支援をすればよいかなどについて教

師間で共有した授業づくりである。

 しかし、高等学校の教科教育は、達成度を測定するのにテストをおこなって、「一点刻みの点数」の評

価法を用いる比重が高い。そして、その評価の基準となる教科書は、編纂された時点の普遍の事物であ

って、そのこと自体は身の回りの日常の文化に根付いたものでなく、地に足がついた知識ではなかった

（明石,2016）。このように、学校には生徒の身につけた知識や技能を思考力・判断力・表現力を駆使し

て主体的に決断して活用する機会が少なく、つながりのない、活用する機会の少ない教科指導の傾向が

あったのであろう。とりわけ、高等学校の教科教育は、その傾向に合致するような教育課程編成や教科
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書編集がなされている。このことは、特別支援学校高等部と違い、高等学校の教科教育は学習困難を抱

えている子どもが存在するのに、存在しない前提で授業づくりをおこなっていることを示している。つ

まり、生徒に“何を身につけさせるか”に力点をおきすぎて、“どのような力が身についたか”という評

価（アセスメント）の意識に注意を払うことが薄い傾向がある。だからこそ、特別支援学校の授業づく

りを通常学校の授業づくりへの援用を考える意義がある。 
 実際の高等学校の教育課程は、入学時の生徒の実態と卒業後の社会（職業）生活との接続を考えたデ

ザインがなされるのが第一義である。大多数の高等学校の教育課程は、卒業後の接続に焦点を当てて、

設置する学科（普通科・商業科・農業科・工業化など）と、配当できる多様な教科・科目（国語・数学・

理科・社会・外国語などの普通教科の他に商業・農業・工業・水産・福祉などの産業教育、総合学科の

『産業社会と人間』など）などを勘案しながらデザインされる。とりわけ、高等学校総合学科は多様な

教科・科目を配置できる学科である。 
 そのような中で、高等学校には何らかの理由から義務教育段階で学習内容の習得度が著しく低い生徒、

日本語を母語としない生徒などが高等学校に入学するなど、多様な学習課題を抱えて義務教育段階の学

び直しが必要な生徒も少なからず存在している。このような学校現場の課題の軽減のために各学校で

「学校設定教科・科目」を柔軟に活用した編成が求められている（中央教育審議会,2016）。そして、高

等学校の多様な教科・科目のうち注目に値するのが科目「産業社会と人間」である。その理由は、高等

学校総合学科の創設当時から高等学校学習指導要領において総合学科の必履修科目になっていながら、

他の学科・特別支援学校高等部でも配置できるように学校設定教科・科目となっているからである。こ

のことから本稿では、高等学校総合学科と科目「産業社会と人間」に焦点をあてる。 
次節では先の特別支援学校でなされている授業づくりの視点と、新学習指導要領で述べる受け身では

ない、「主体的・対話的で深い学び」を実現する観点から教育課程の編成を見ていく。 
 
３ 各教育課程の提示及び比較 
３−１ 高等特別支援学校（知的障害）の教育課程 
 特別支援学校高等部学習指導要領（文部科学省,2009）は、学校教育法第 72 条に定める「障害による

学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。」とい

う目的実現のために、生徒の障害の状態及び特性等を十分考慮して特別支援学校高等部が「学校教育法

第 51 条に規定する高等学校教育の目標」と「生徒の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服

し自立を図るために必要な知識、技能、態度及び習慣を養うこと」の目標の達成に努めなければならな

いとしている。特別支援学校の生徒は同一学年であっても学力と発達の程度の状態や経験が様々で個人

差が大きく、これを考慮して、各教科指導の段階は学年別ではなく、小学部が３段階、中学部が２段階、

高等部が２段階（ただし、主として専門学科において開設される教科は１段階）となっている。特に注

意したいことは、指導段階の内容が家庭生活から社会生活、職業生活につながるように考慮されている

ことである。 
次に特別支援学校高等部（知的障害）学習指導要領の履修科目を以下に抜粋して示す。 
 

＜教科構成＞ 
・各学科に共通する教科：必修教科（９教科：国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、 
職業、家庭） 
※外国語と情報は学校の判断により必要に応じて設けることができる 
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・各教科等を合わせた指導（いわゆる「領域・教科を合わせた指導」）：各教科、道徳、特別活動及び自

立活動の一部又は全部を合わせて指導をすることを指し、日常生活の指導、遊びの指導、生活単元学

習、作業学習などの科目名称で呼ばれる。

・学校設定教科：特色ある教育課程の編成をするために、必修教科以外の教科を学校独自

で設定することができる。

 次に教育課程の具体例として、作業学習(2)を中核に据えた教育課程を編成している千葉市立高等特別

支援学校を取り上げ、その教育課程（時間割）及び学習内容を表１として示す。

千葉市立高等特別支援学校の教育課程は、社会に出るまでに身につけておきたい基礎的な学力として必

修教科(９教科＋2 教科)と作業学習で構成されている。教科「職業」と関連が深い「作業学習」の教育目

標は、“実際の仕事”という学習を通して、卒業後の就業先で働くために必要な知識や態度を身につける

こと、さらにこれまでに習得したこと（他教科の学びを含む）を「産業現場等における実習」（１年次：

企業・就労支援機関見学と２週間の職場実習を１回、２・３年次：各々２週間の職場実習を２回）で活

用して定着させることである(千葉市立高等特別支援学校,2018)。ここには、「作業学習」や「産業現場

等における実習」の学習を通して、細切れのバラバラで固有の知識として存在する教科「職業」（就労に

ついての知識やマナーの学習）、教科「国語」（話の要点を落とさないように聞いて話し、文章を正しく

読み取ることばの学習）、教科「社会」（地域社会を中心とした社会の様子、働き、移り変わり）などの

教科の知識を教科横断的に有機的につなげて、“使える知識”にしている意図が見られる。このように、

「日常生活の指導」や「生活単元学習」を含む教育活動全体で生徒の思考を拡張させる職業教育が展開

され、「社会に開かれた教育課程」を実現しているのである。

表１ 千葉市立高等特別支援学校 教育課程表及び学習内容

出典：千葉市立高等特別支援学校(2018)ホームページ 
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３−２ 高等学校総合学科の教育課程

 総合学科とは、生徒一人一人の個性や興味・関心に対応するため、普通科と農業、工業、商業などの

専門学科の教科を統合させた学科である。実際例として、東京都立葛飾総合高等学校の教育課程及び時

間割例を図１として示す。

図 1  東京都立葛飾総合高等学校 教育課程及び時間割例 
出典：東京都立葛飾総合高等学校ホームページ（2018 年度） 

総合学科の特色を生かし 150 科目以上の選択科目を設置（普通教科、専門教科）し、進路や適性にあ

わせて選択します。3 年間で 38 単位（約 20 科目）を選択できる。また、一人一人の興味・関心や能力・

適性、卒業後の進路希望にあわせて科目選択しやすいように４系列（国際コミュニケーション、スポー

ツ福祉、生活アート、サイエンス・テクノロジー）の科目群が設定され、生徒はこれらの科目群の中か

ら自己の適性や興味、関心、将来の希望する進路や職業などに基づいて科目を選択して学ぶことになる。

このように総合学科は、普通教科・科目として知識の基礎・基本の確実な定着のために国語、外国語、

社会、理科、数学など、専門教科・科目として将来の職業や学びたい学問分野に関する商業、福祉、工

業、芸術などが幅広く開講(3)されている。生徒はこのような教科・科目の中から自己の適性、興味、関

心、将来希望する進路や職業、などに基づいて科目を選択して学んでいる。

 教科・科目の授業内容の特徴は、基礎・基本を重視した学び、地域の企業と連携した体験的な学び、

自己の興味・関心に基づく調査、思考、探究する学びなどを重視している点にある。図２からわかるよ

うに、これらの学びが顕著に盛り込まれているのが科目「産業社会と人間」(4)である。
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図 2  「産業社会と人間」の年間指導計画における活動 
出典：文部科学省(2015)「幅広い科目の中から選んで学ぶ総合学科」パンフレット 
 
 高等学校学習指導要領（文部科学省,2018）における科目「産業社会と人間」の目標は、自己の進路へ

の自信を深めさせ、将来の職業生活の基礎となる知識・技術等の習得である。この科目には、職業意識

だけでなく、卒業後の将来、どのような分野の仕事に就きたいのか、卒業後の社会（職業）生活をどの

ように過ごしたいのかなどの進路ガイダンスとしてのキャリア意識の機能が包含されている。また、履

修単位数は２〜４単位を標準とし、原則として入学年次に履修させるとされている。特質すべきことは、

科目「産業社会と人間」が高等学校学習指導要領において総合学科で必履修科目でありながら、高等学

校だけに限らず特別支援学校においても開設できる「学校設定教科・科目」となっており、極めて自由

度が高い教科である。なお、高等学校でこのような扱いの教科・科目は科目「産業社会と人間」だけで

ある。 
このように総合学科では、社会が要請している専門教科・科目が開設され、科目「産業社会と人間」

を中核とした職業教育が推進されている。しかし、様々な教科・科目が選択科目として開設されている

にもかかわらず関わらず、科目「産業社会と人間」のような“社会とつながった授業”の実施時間数が

少なく、知識や態度を実際に活用する場面が少なくなるので「社会に開かれた教育課程」が実現してい

るとはいい難いのが実情である。 
 

３−３ 「社会に開かれた教育課程」の実現に基づいた比較 
特別支援学校高等部（知的障害）では、従来から発達や障害の差による多様な子どもを受け入れ、そ

の子どもが抱える特別のニーズへの個別対応をするために子どもの目線からの授業づくりがおこなわ

れている。その過程で「領域・教科を合わせた指導」の「作業学習」を中核に据え、先に述べたように、

教科「職業」をはじめとする各教科の教科横断的な有機的な結合により「社会に開かれた教育課程」を

実現している。 
一方で、総合学科は、選抜試験の存在により入学してくる生徒の均一性が高いと教師が思いやすく、

それにより教科指導一辺倒を招きがちになり、結果的に教科の授業が教科内で完結しやすくなるのであ

ろう。それを反映して“社会とつながっていない授業”が多く見られている現状である。詳しく述べる

と、総合学科は教科毎に細切れのバラバラで固有の知識を有機的に結合させる教科・科目が科目「産業

社会と人間」だけであることから、各教科が横断的に連続した状態とはいえない（付言すると、日本の

高校生が最も多く在籍する普通科では、そのような教科・科目すら存在しない）。この教育課程のままで

「社会に開かれた教育課程」を実現するためには、毎学期・毎月・毎週の進度打ち合わせを全教科でお

こない、生徒の実態にマッチさせる必要に迫られるが、このようなことは現実的だとは思われない。 
そこで筆者は教育課程編成の工夫として、科目「産業社会と人間」（現状では１年次２単位）を１〜３
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年次毎に１ないし２単位ずつ計３〜４単位を、必修教科「総合的な学習の時間」（毎学年１単位）を１〜

３年次毎に１単位ずつ計３単位として設定する。この教科は、原則として学年団（担任及び副担任）が

チームとなって、入学から卒業まで継続して担当する。これにより、入学から卒業まで継続したガイダ

ンス機能を有効に発揮させながら “社会とつながった授業”を展開することで、職業生活の基礎となる

知識・技術等の習得を可能にする。結果として、これが知識や態度を実際に活用する場面が極めて少な

かった総合学科の教育課程を「社会に開かれた教育課程」へと進化させるのである。

以上のように各学校の教育課程を「社会に開かれた教育課程」の実現という視点に基づき比較してき

た。ここでは、総合学科の教育課程を教科横断的に結合できる科目を卒業まで配置する構想を提案した。

次節では、この構想を実現するためすでに、「社会に開かれた教育課程」を実践している特別支援学校の

多様な生徒に対応した授業づくりを、総合学科の授業づくりに反映させるため、特別支援学校高等部（知

的障害）の教科「職業」で使用されている学習書『私たちの進路』と、総合学科の科目「産業社会と人

間」で使用されている学習書『産業社会と人間』の両学習書の比較分析をする。

４ 学習書の比較と分析

４−１ 目次と主要発問の構成

（１）学習書『私たちの進路』の場合

 学習書『私たちの進路』は、通常、特別支援学校高等部３年間の継続使用である。目次構成とその主

要発問等を表２として示す。

 学習書『私たちの進路』は、４区分の６章から構成され、卒業後の生活をイメージさせつつ、社会の

中で働くために自分のことを見つめ直す編集意図が見受けられる。そもそも特別支援学校の目的は、障

害のある子どもが、将来自立して社会に参加することができるように、社会（職業）人として必要な基

礎的・一般的な知識や態度を子どもが身につけることである（岡部,2011）。それは、生徒は他者と関わ

り、協同的な学習を通して、卒業後の社会（職業）生活においては学校と異なるルールやマナーが存在

することを理解し、社会の中で自分の生き方を見つけるということである。

 具体的に章を追って見てみると、１章から３章までは発問（生徒自身の家庭生活や両親の職業など）

に生徒が答え、それらを周囲の生徒や教師と話し合うことで、生徒自身が身の回りに引寄せて自分のこ

ととして生き方を探求させることを目的としている。このような協同的な学習により他者のことを知り、

そこで得た基礎的な知識や態度を活用して、社会参加の認識を高めている（主要発問 1-1,2-3,3-3 を参

照）。続く４章及び５章は、産業現場での実習日誌を用いて、生徒が実習で習得した知識や経験を振り返

り、“できた楽しさ”、“働く喜び”などの達成感を教師や周囲の生徒とシェアし、自分の職業選択に臨む

意識や態度を醸成することを目的としている。また、民間企業以外の実習先として福祉就労事業所（就

労移行支援事業所や就労移行支援 B 型事業所など）を選択範囲に加えて福祉の就労形態についての認識

を求めている（主要発問 4-1,4-4•6,5-2•4 を参照）。最終章の６章は発問（将来の職業生活に必要な態度

と自己の充実や生きがい、そして社会（職業）人として知っておいて欲しいこと）に生徒自身に記述さ

せ、さらにその記述を基に周囲の生徒や教師との話し合いから“卒業”と、その後の“社会参加”につ

いて探求させることを目的としている。この探求の活動を通して、卒業後の支援機関（福祉・労働・医

療など）の存在だけでなく、生活する場の移行に伴い相談する場所が移動する、という認識も求めてい

る（主要発問 6-1•4•7•8 を参照）。以上の分析から、学習書『私たちの進路』は日常生活と産業現場で

の実習を題材に、卒業後の社会の生活者になることを目的としている。そこで、この学習書『私たちの

進路』を“社会参加育成型”と呼ぶことにしたい。
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（２）学習書『産業社会と人間』の場合 
 学習書『産業社会と人間』は、通常、総合学科１年次の１年間で扱う。目次構成とその主要発問等を

表 3 として示す。 
 学習書『産業社会と人間』は３区分の４章から構成されている。 
 １章は、自己の生き方を探求させるために生徒自身を見つめ直す発問に答えることで、共生社会にお

ける自己が地域社会と意欲的に関わることの大切さを認識させている（主要発問 1-3•6•8 を参照）。 
 ２章は、生徒の現実的な職業選択の決定に必要な職業知識の習得や職業人へのインタビュー調査、イ

ンターンシップなどを通して、自分の卒業後のキャリアについてデザインさせている（主要発問 2-4•6
•7•8 を参照）。 
 ３章は、情報化社会と情報モラル、異文化、福祉社会などの現代社会へ健全に参加するための社会認

識を高めることを目的とした発問を通して、これからの社会（職業）生活を“自分のこと”として考え

させている（主要発問 2-4•6•7•8 を参照）。 
 ４章は、ガイダンス機能のウェイトが最も高く、卒業後の進路選択に向けた上級学校の訪問やインタ

ビューを通して、自己の２年次以降の履修計画の作成、“生き方のデザイン”として高校生活の目標を明

確にさせている。さらに、これまでの総まとめとして、“発表会”での発表を通して将来の社会（職業）

生活で必要な知識や技能、それに向きあう態度を育成することを意図している（主要発問 4-1•4•5•7 を

参照）。 
 以上の分析から、学習書『産業社会と人間』は、社会（職業）生活を理解するために必要な仕事や職

業について、学問的な知識や技能の理解し、習得することにより、生徒が自己の取り巻く社会（職業）

生活を主体的に探求することを目的としている。そこで、学習書『産業社会と人間』を“社会参画育成

型”と呼ぶことにしたい。 
 
４−２ 目次構成とその主要発問の比較分析 
ここでは、学習書『私たちの進路』と学習書『産業社会と人間』の目次構成と節ごとの主要発問等に

ついて比較分析し、それらの特性や傾向として以下の４点を見出した。 
 第１は、学習書の性格が異なることである。前述したように、学習書『私たちの進路』を“社会参加

育成型”と呼び、学習書『産業社会と人間』を“社会参画育成型”と呼ぶことにしたい。 
 第２は、両学習書には共にガイダンス機能が備わっていることである。両学習書には将来の職業選択

に向けたガイダンス機能として、生徒自身の生活体験や他教科の学習経験を通して、将来の社会（職業）

生活への接続に重きが置かれ、社会（職業）生活へ健全に参加するための市民意識の育成が見受けられ

る。 
 第３は、両学習書の内容構成に５つの差異があることである。一つ目は、学習書『私たちの進路』の

１章〜６章が、学習書『産業社会と人間』の１章と２章に集約されていることである。似通ってはいる

が必ずしも同一内容ではなく、学習書『産業社会と人間』の１章と２章の学習内容を、具体例と作業学

習や産業現場等における実習への取り組み方という視点、生徒にとってイメージしやすい生活との関連

を重視すること（例えば、生徒が知っている、見たことがある、過去に行ったことがある題材を取り上

げている）で平易性を高めている。二つ目は、学習書『産業社会と人間』の３章の内容が、社会的に自

立した有為な社会形成者を育成するという社会認識の要素が色濃いことである。これは、次期学習指導

要領で新設される科目「公共」に似通っている。この章では提示された学習内容を主体的に探求する過

程を通して、学習書が習得させたい項目を理解させている。つまり、学習書『私たちの進路』と違い、 
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学習書『産業社会と人間』は、生徒が習得すべき項目がすでに提示されているのである。三つ目は、学

習書『産業社会と人間』は、学習書『私たちの進路』より、将来の職業生活へのガイダンス機能が強化

され、４章として大学・短期大学・専門学校などの上級学校への部分が加わっていることである。四つ

目は、学習書『産業社会と人間』は３章で学際領域として他の教科で扱うのが難しい項目（例えば環境

問題、持続可能社会、異文化理解、福祉制度、男女共同参画社会など）を扱い、記載されている情報量

が多いことである。生徒は本文だけでなく、情報量が多い資料の読解が求められ、さらに思考と表現（書

く・発表）が求められている。五つ目は、学習書『産業社会と人間』に学習者の省察機能が盛り込まれ

ていることである。これにより、全頁において「学習の自己評価」として、１〜５の評定の記入させる

形になっていて、振り返りとして学習内容の過程についての発問（興味が広がったか、方法や手段がわ

かったか、どのように考えが深まったか）に対して記述欄を用意して記述させ、単元毎に振り返りの筋

道を示している。 
第４は、学習書の機能が異なることである。学習書『私たちの進路』の主要発問は、授業内容を整理

し、かつ簡潔に示したもので、知識伝達の割合が少ない。この学習書の本文（発問）とイラストは、単

なる教師による説明ではなく、授業を教師と生徒、生徒と生徒の学び合いで展開して欲 
しいという流れになっていて、生徒がどのように学ぶかという “学びの示唆機能”が色濃い。学習書

『産業社会と人間』の内容は、授業内容が分野別に整理されており知識伝達の割合が多く、生徒がどの

ように学ぶかという道筋が内容として示されている。そのことから、教師がどのように教える（学びを

指揮する）かという“教授の示唆機能”が色濃くなっている。まとめると、これまで述べてきたように

高等学校の授業づくりは、特別支援教育の目線で語られることが少ないことから、特別の教育ニーズを

抱えた生徒に対応する視点の欠如という課題が存在する。この多様な人々がつながりながら学ぶ学校づ

くりへの手立てとして、筆者はこの課題を解消する手立てのひとつとして、図 3 に示すような学習書「産

業社会と人間」の章立てを組み替えることを提案したい。 

 
図３  学習書「社会生活と人間」の組み替え提案図 
                                       筆者作成 
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 この組み替え提案について詳しく述べると、旧４章を１章（自己認識・ガイダンス）に移動して、4-
1 を３章（職業認識）の 2-7 へ吸収してインターンシップと上級学校訪問の選択制にする。また、4-7 は

２章（社会認識）と３章の最後に追加する。その上で旧１章のうち 1-1•2 は残留して残りを２章へ、旧

２章をすべて３章へ移動する。さらに、旧３章は“社会生活”と“職業生活”の２グループに分類して、

“社会生活”グループ（3-1•2•3•4•8•11）を２章へ移動、“職業生活”グループ（3-5•6•7•9•10）を３

章へ移動して移動してきたものと合わせて整理する。このように、学習書を社会が要請する教科・科目

として「社会的な目線」で編集する。提案した３区分の３章構成に整理することは、インクルーシブな

教育環境を反映した子どもの多様な視点に基づいた「生徒の学ぶ目線」に変えられるであろう。 この

ように、特別の教育的支援を必要とする生徒が学ぶインクルーシブな教育課程編成は、学校制度の変更

をせずとも、教師の授業づくりの工夫（生徒がどのように学ぶかという“学びの示唆機能”を授業に持

ち込む）で可能になる（目時,2019）。さらに、先に述べた教育課程編成の提案は、学習書の組み替えに

よって増加した各章（１章：自己認識・ガイダンス、２章：社会認識、３章：職業認識）の授業内容の

拡張（例えば、単元ごとの調査・話し合い活動、章ごとのまとめの発表会など）による時間数の増加の

補完に充当できる。とりわけ、３章に組み込んだインターンシップと上級学校訪問の実習の時間増へ当

てることができる。これにより、特別でない特別支援教育の授業づくりの工夫として、特別の教育的ニ

ーズのある児童生徒への指導・支援の中にある知見が、通常学校の「社会に開かれた教育課程」の実現

をもたらすことを可能とする。 
 将来が不透明な社会状況に加え、実体験に乏しい高等学校段階では、学校においてさまざまなことを

知り、体験するプロセスを通して、自己の内面と向き合い、自己の将来を考えるというキャリア意識の

形成が重視されている（児美川,2017）。この要請に答えるためには、教師がお互いに協力し合いながら、

どうやったら生徒が実感できる経験を積む重ねることができるような教育課程（または、授業づくり）

ができるのかを考える姿勢が学校に求められるのである。 
 
５ 結論 
これまで、「社会に開かれた教育課程」の実現という視点に基づき、総合学科の教育課程を教科横断的

に結合できる科目を卒業まで配置する構想について、それを支える教師の授業づくりの工夫として、生

徒がどのように学ぶかという“学びの示唆機能”を授業に持ち込むための学習書の組み替えをそれぞれ

提案してきた。その根底にある筆者の考えは、特別支援教育の視点で高等学校に在籍する学習困難を抱

える生徒への授業づくりを考えることで、教室環境・学校経営・授業運営や手法・評価基準などの教育

の本質的な問い直しにつながる、ということである。この問い直しには、今まで生徒が、どのように、

何がわかり、できるようになったのかという授業と教材の検討が重要で、このような生徒の学びの過程

に着目した個々の教師の授業改善への地道な取組が、学校の教育活動全体の改善につながる。 
筆者はこのような特別支援教育の視点からの授業改善についての議論が活発に取り交わされること

こそ、学習困難を抱える生徒にとっては“なければいけない支援”、そのほかの生徒にとっては“あると

便利な支援”として、高等学校教育が抱える様々な課題の解消に有効な手立てとして機能すると確信し

ている。 
 
＜註＞ 
(1)本稿では、高等特別支援学校（知的障害）の教科「職業」と高等学校総合学科の科目「産業社会と人

間」において、文部科学省発行の教科書が存在しないことから、教科「職業」と科目「産業社会と人
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間」の指導のために一般的に使用されている学習書を用いて分析をする。 
(2)千葉市立高等特別支援学校の作業編成は、農園芸班、木工班、裁縫織物班、食品加工班、ビルクリー

ニング班、事務サービス班の 6 班からなり、学年・学級を越えた縦割りで編成されている。作業学習

で扱われる作業活動の種類は、農耕、園芸、紙工、木工、縫製、織物、金工、窯業、セメント加工、

印刷、調理、食品加工、クリーニングなどの他に、販売、清掃、接客なども含み多種多様である。 
(3)生徒一人一人の個性や適性が発見できるよう、共通科目と専門分野の科目を幅広く用意している。ま

た、多彩な進路の可能性を開くため、興味・関心に沿って、大学進学に対応した高度な演習科目から、

特色ある様々な専門科目まで、多様な選択が可能な教育課程である。 
(4)高等学校総合学科の教育課程において、科目「産業社会と人間」は必修になっているが、高等学校の

必修教科である「総合的な学習の時間」において、教科書として採択されていることがある。 
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〈研究報告〉 
 

看護系学部における養護実習の経験内容の特徴と課題 
 

岩田浩子 看護学部・教授 
太田幸雄 看護学部・助教 

 
はじめに 
 児童生徒の生活を取り巻く環境が変化している現在、児童生徒の健康の保持増進、疾病予防や学校安

全に関する課題が複雑化している。文部科学省は「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援－養護教

諭の役割を中心として－」１）（2017）を作成し、養護教諭の役割と機能が非常に重要であること、教職

員・保護者・地域関連職種等のコーディネーターとして養護教諭が機能することが求められていること

が記述されている。 
養護教諭養成は看護系、教育系、学際系（福祉、心理、栄養、保健体育等）など多様な特性を持つ学

部学科の中で行われ、養護教諭一種免許状が取得できる養成機関が 2018 年 10 月現在 162 学科ある中

で看護系学部・学科は 80 学科で 50％を占めている２）。看護基礎教育カリキュラムは過密である中で、

養護教諭一種免許状取得のためのカリキュラムを追加することによる時間割上の問題や学生の負担が

大きいこと３）が指摘されている。 
また、養護教諭養成教育の中でも 5 単位（1 種免許状）を占める養護実習は、教育職員免許状の教育

実習の科目であり、養成カリキュラムの中核として位置づく。教職に関する科目、養護に関する科目、

文部科学省令に定める科目において学習した内容を教育の現場である学校において養護実践として融

合し、養護教諭としての力量形成を図る貴重な経験型科目である。看護系学部・学科において養護実習

をより効果的に展開し、看護実習との有機的な連関の検討をすることで、看護の知識技術の基礎を有し

た養護教諭としての力量形成に資する課題の明確化が必要と考える。 
齋藤、竹鼻ら（2016）は、養護教諭養成大学 140 校 163 学科の養護実習担当者を対象として実習形

態と実習内容について質問紙調査を実施した。結果、教育系は実習日数や実習回数において看護系、学

際系より充実していること、実習目的や評価項目において「学校教育に対する理解」「子ども及びその

健康理解・把握」「学校保健活動に対する理解」「養護教諭の役割や職務の理解と体得」「養護教諭の実

践能力や技術の習得」など、以前から養護教諭としての基本的資質能力として重要性が認識されていた

内容はどの養成大学においても網羅され目的と評価も一貫性が保たれていたと示されている。一方、「教

育観・養護観の体得」「養護学の理論と実践の統合」を実習目的項目として挙げている養成機関の比率

が少なく、養成大学間の共通理解が進んでいないことや養護実習で学ばせたい内容にばらつきがあるな

ど４）の課題を指摘している。この調査は、養護教諭養成教育における養護実習の概要や全体的課題に多

くの示唆を与えるものであるが、データが実習目的、学ばせたい実習内容などであることから、養護実

習の実際の実習経験内容を十分反映しているとは言い難い。さらに、看護系学部・学科における養護実

習の現実的課題の明確化には至っていない。 
本学部は看護師、保健師、養護教諭一種免許状のためのカリキュラムを編成し、4 年次に事前事後指

導を含め 5 単位の養護実習を実施している。養護実習は看護学実習と異なり、学生が主体的に開拓する

卒業校の実習校と大学近隣の市町村教育委員会を通して選定された実習校で構成されている。したがっ

て、毎年卒業校と近隣の実習校の比率は異なる。卒業校は設置主体、学校規模、教育課程の個別性など
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の多様性があり、訪問指導担当教員の変更もあることから、実践内容の項目の標準化、実習経験に基づ

く養護教諭としての基礎的能力の質の担保について課題があると認識している。 
教職課程コアカリキュラム 5）（2017）において教育実習はその全体目標として「観察・参加・実習と

いう方法で教育実践に関わることを通して、教育者としての愛情と使命感を深め、将来教員になるうえ

での能力や適性を考えるとともに課題を自覚する機会である。一定の実践的指導力を有する指導教員の

もとで体験を積み、学校教育の実際を体験的・総合的に理解し、教育実践並びに教育実践研究の基礎的

な能力と態度を身につける。」とされた。幼稚園教諭の実習については一般目標が追加設定されたもの

の、養護実習についての特段の記述は得られなかった。これまでも養護実習については各養成大学の裁

量や実習校の現状に依存した内容であり、養護教諭養成として必要な実習の在り方が十分検討されてい

るとは言い難い現状 3）6）7）が指摘されていたが、その在り方や目標についていまだ課題を残していると

考える。 
研究者らは、養護教諭 1 種免許状を取得できるカリキュラムを編成し、3 期生を輩出した昨年度、学

部の完成年次を経て新カリキュラムに移行する時期となり、養護実習の学びの課題を検討する必要性を

認識した。養護教諭養成教育の内容の充実に向けて準備をするための基礎資料を得ることを目的として

養護実習の学びの内容と構造を検討した 8）。教職実践演習で提出されたレポートを分析対象として質的

に分析した結果、39 サブカテゴリー、9 カテゴリーが抽出され、養護教諭の実践からの学び、教師及び

チーム学校としての学び、さらに養護教諭の資質能力の学びの内容と構造が明らかとなった。一方、実

習目標項目である「学校保健計画」「危機管理」「健康相談」に関しては記述が見られなかった。また、

学びの内容は教職実践演習におけるグループワーク等を通してまとめられたレポートから抽出された

学びのカテゴリーであることから、学生個々が実際に養護実践として実施・経験しているとは言い難い

部分があることが想定され、実習経験内容やその実際をより詳細に検討する必要性が示唆された。 
 
目的 
 本研究は、看護学部における養護課程履修生の養護実習での経験内容を分析し、実践内容の特徴と課

題を明らかにすることを通して、看護の知識技術の基礎を有した養護教諭としての力量形成に資する養

護実習の展開と実習要項の改訂に向けての示唆を得ることを目的とする。 
 
研究方法 
１．分析対象：2016 年 6 月に「養護実習」を実施した本学部養護課程履修生 18 名の養護実習記録対象

とした。18 名全員から研究の承諾が得られたが養護実習記録の提出があった 17 名の「養護実習記録」

の記述内容を使用した。 
「養護実習記録」は、毎日記録するもので、日々の実習目標、実習計画、実習内容の詳細、考察、実

習の学び、指導教諭のコメントで構成されている。本研究の分析には、実習計画及び実習内容の詳細の

部分に記載された内容と健康相談活動の記録を使用した。 
 
２．分析方法：実習経験（見学及び実施内容）が記述されている内容を抽出し、意味内容が損なわれな

いように単文としてコードとした。養護実習において実習生と実習校の指導担当養護教諭に配布してい

る【養護実習要項】に記載している実習内容の項目（表１）に沿ってコードを整理した。同一の内容は

1 つコードとして記述した。記述内容を 2 名の研究者で相互に確認し、追加修正を行うことによりデー

タの正確性を確保した。  
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表１ 実習内容項目 

 
 
３．倫理的配慮 
 養護実習及び実習記録を使用する教職実践演習が終了し評価を提出後に、対象学生に対して本研究の

目的、方法、参加の自由、匿名性、及び不参加でも成績に関与しないこと、研究成果は学会等で発表す

ること、発表に際しては個人が特定されないようにデータを扱うこと、研究終了後にはデータを消去す

ること等を文書と口頭で説明し、養護実習記録の使用に関して不参加を希望する学生は申し出るように

依頼した。不参加の申し入れはなかった。 
 また、2016 年 11 月に城西国際大学看護学部倫理委員会に申請し、承認を得た（承認番号 28－19）。 
 
結果 
１．学校教育における学校保健計画並びに保健活動の理解（表 2） 
 １－１）「学校運営組織、教職員の職務の理解」については実習校の校長、教頭等から講話、説明を

受けていた。教育目標、教育課程、校務分掌、学校運営について説明を受けていた。 
 １－２）「学校保健組織と活動の理解」に関しては各種関連委員会の活動の参加見学、栄養教諭等か

らの食育に関連する説明と指導の見学を経験していた。 
 さらに１－３）「学校組織における養護教諭の位置づけと役割の理解」の内容として、校務分掌にお

ける養護教諭の役割の説明、職員会議で養護教諭による熱中症の注意喚起などを経験していた。 
  

項目番号 実習内容 項目番号 実習内容

１－１） 学校運営組織、教職員の職務の理解 ４－１） 健康相談における児童生徒のアセスメント、関わりを知る
１－２） 学校保健組織と活動の理解 ①対象となる児童生徒の特性、相談内容を知る
１－３） 学校組織における養護教諭の位置づけと役割の理解 ②養護教諭が行う健康相談の場、導入場面を知る

③児童生徒との関わり方、アセスメントについて知る
２－１） 養護教諭の執務内容の把握 ④健康相談の方法の理解
２－２） 保健管理活動の実際の理解 ⑤健康相談の評価、継続した関わりを学ぶ

①学校保健情報 ４－２） 健康相談の過程と今後の課題の明確化
②健康観察の内容と方法 ①実施可能な健康相談の計画の立案
③健康診断 ②健康相談の実施
④救急処置 ③健康相談の評価
⑤感染予防と対応
⑥学校行事における養護教諭の役割と活動 ５－１） 学校で起こる危機の内容把握と安全対策の理解
⑦学校環境衛生活動 ５－２） 安全対策における養護教諭の位置づけの理解

２－３） 健康教育の内容と方法の理解 ５－３） 防犯教育や訓練への参加と字際の理解
２－４） 保健室経営と来室者対応 ５－４） 災害時・危機発生時に対応を学ぶ

①保健室の機能と役割、環境管理
②保健室来室者の対応 ６－１） 教職員との連携、職員会議への参加、
③疾病や障害を抱える児童生徒への対応
④心の問題を抱える児童生徒の対応と専門職との連携

３－１） 健康状況の把握
３－２） 児童生徒の発達の特徴、日常生活行動の理解
３－３） 保健室来室児童の訪問理由と健康問題の把握
３－４） 健康診断結果の事後措置と関連部署との連携

1.学校教育における学校保健計画並びに保健活動の理解

2.養護教諭の機能と役割の理解

3.児童生徒の心身、生活の現状、健康問題の理解

4.保健室に来室した児童生徒への健康相談の理解

5.学校現場における危機管理（災害を含む）と養護教諭の役割

6.学校における教職員の連携協働の理解（主に学校保健活動）

7.その他
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表 2 学校保健計画並びに保健活動の理解 

 
 
２．養護教諭の機能と役割の理解（表 3～表 7） 
２－１）「養護教諭の執務内容の理解」（表 3）では、養護教諭から執務内容、記録管理及び薬品等管

理、学校医及び学校薬剤師との連携、健康診断実施計画、保健の授業及び研究活動について主に説明を

受けていた。10 のコードが抽出されたが、実習記録に記載があった学生は 8 名、記載がない学生は 9
名であった。 

 
表 3 養護教諭の執務内容の把握 

 
 

 ２－２）「保健管理活動の実際の理解」（表 4）は 7 つの細項目に分かれている。実習経験の記述（コ

ード）が多かったのは＜③健康診断＞であった。健康診断の説明、健診の準備、内科健診、歯科検診、

耳鼻科健診、運動器健診、モアレ検査、レンドゲン検査（脊柱側弯）、視力検査、色覚検査、心電図検

査、検尿・検便の回収に至るまで経験していた。健康診断項目をみると 17 名全員が 1 項目以上を経験

し、8 名の学生は 4 項目の記述が見られた。歯科検診は 7 名、内科健診は 6 名、耳鼻科健診は 7 名、眼

科健診は 3 名、色覚検査や視力検査は 6 名、モアレ検査は 4 名、心電図検査は 5 名が経験していた。経

験は準備、見学、一部介助であった。さらに、健診後の保護者あての文書作成、健診結果のまとめなど

を経験した学生もいた。また、職員の健康診断に関する説明を受けていた。 
 ＜①学校保健情報＞では、健康診断の結果の記載・データ入力、保健管理関係多くの記録物の確認、

出席停止関連の書類作成、診療費の申請書類等の作成についての説明を受けていた。＜②健康観察の内

容と方法＞は、健康観察のまとめ方の説明、観察の実施、データの整理、欠席者の把握を経験していた。 
  

実習内容

１－１）
学校運営組織、教職員の職務
の理解

教育目標と教員の役割に
ついて校長講話

校務分掌の説明 教育指導重点の説明
校長・教頭等から教育課
程・学校運営の説明

学校経営について説明
教頭から学校組織の概
要と学校と家庭・地域と
の連携について講話

学校保健計画の説明 常任委員会参加 保健委員会活動見学
保健主事の役割につい
て説明

保健委員会発表の計画・
準備

食育指導の見学 検食の見学

学校保健計画関連資料
の学習

校内教員研修（熱中症）
参加

保健委員会のファイル作
成の支援

保健委員会指導
栄養士の講話（学校給
食、衛生管理、アレル
ギー）

食育学校給食の説明を
聞く(栄養士）

栄養教諭から栄養指導
の説明

１－３）
学校組織における養護教諭の
位置づけと役割の理解

学校支援相談員会議に
参加

耳鼻科健診の周知の見
学

職員会議で熱中症の注
意喚起見学

校務分掌における養護教
諭の役割の説明

１－２） 学校保健組織と活動の理解

記述された実習経験（コード）

実習内容

執務内容の説明
留年者、転学者の記録の
管理について説明

養護教諭が行っている研
究についての説明

保健室連絡票の記入の
説明と見学

1年を通じての保健室利
用状況をまとめて発表
（見学）

校医（健診時の連絡等）
や薬剤師との連携説明

食物アレルギーを持つ児
童への対応（学校生活管
理指導表）の説明

健康診断実施計画と統
計について説明

養護教諭が行う保健の
授業の目的と役割につい
ての説明

医療物品の発注の説明

２－１）
養護教諭の執務内容の
把握

記述された実習経験（コード）
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表 4 保健管理活動の実際の理解 

 
  
＜④救急処置＞は、主に BLS 講習、AED 講習に鵜関する経験であった。＜⑤感染予防と対応＞では、

手洗いと感染の説明、手洗い指導への参加、指導の実施及び、汚物・吐物処理・消毒の見学、実施をし

ていた。また、感染症情報や健診結果からのアセスメントを実施した学生があった。 
 ＜⑥学校行事における養護教諭の役割と活動＞に関しては、行事における役割の説明、体育大会・中

学校体育連合大会（中体連）・プール指導などに関する見学、宿泊研修・修学初校等における事前事後

の健康観察と対処を経験していた。 
 ＜⑦学校環境衛生活動＞は、環境衛生の説明、校内巡視、換気・照度検査、水質検査、トイレ清掃見

回り、物品補充等を経験していた。さらに学校薬剤師とともにプールの水質検査、ダニ検査、CO2検査

の見学実施を経験していた。 
  

実習内容

視力検査データ入力
保健関連公文書の説明
と保管方法

手洗い実施シートの整理 健康診断結果の記載
心電図異常の学校生活
管理表の管理

健康診断と法的根拠
の理解

日本スポーツ振興セン
ター書類作成見学

健康観察簿の入力 デイリーライフのチェック
通院カード、保健室利用
カード等の説明を受ける

保健日誌の内容見学
保健室利用願い、病
気の記録カードの説
明を受ける

健康調査票の再提出
チェック

保健資料の作成

日本スポーツ振興セン
ターについての説明（学
校で起きた事故や災害
が対象）

出席停止等のデータ入力
の説明と一部実施、日本
スポーツ振興センター災
害共済給付金について
の説明

災害共済給付を受けるた
めの災害報告書をパソコ
ンで作成し教育委員会へ
送る（実施）

出席停止書類、起案
文書作成見学

健康観察カード回収・情
報交換(毎日）

健康観察見学 教員の血圧測定 欠席者の把握
健康観察簿から出欠状
況把握補助

健康観察表で流行性
耳下腺炎を発症して
いる生徒の把握と集
計（説明、見学）

健康観察の実施
健康観察データの集計、
記入

健康観察の整理の説明
を聞く

結果のまとめ一覧の作成

内科健診見学、準備補助
身体計測補助 内科健診補助

健康診断欠席者追検査
（視力・聴力）

歯科検診生徒指導、記録
記載

尿検査未提出者への
対応

健康診断の説明を聞く
運動器健診見学、指示説
明

内科健診、校医、担任、
養教の話し合い参加

色覚検査の実施 検便回収とその後の対応
オートクレーブ滅菌の
見学・実施

尿検査の回収（保健委
員）

職員の身体計測・血圧測
定の補助

耳鼻科健診の準備、実施
見学

健診事後の結果の整理 眼科健診の見学 検尿の提出

色覚検査の希望調査と
対応説明を受ける

視力検査の手紙準備 脊柱側弯Ｘ線検査補助 心電図検査の準備・補助
運動器健診保健調査票
のまとめ方の説明

モアレ検査の見学

生徒の健康診断のみな
らず教職員の健康診断に
も関わると説明

健診結果についての保
護者宛の配布物の作成
（結果の通知）の説明と
一部実施

健康診断で異常があった
生徒数とその原因疾患を
まとめて発表する（見学）

保健委員の生徒とともに
心臓健診の準備、一部誘
導の実施、見学

健歯コンクールの説明 内科健診の準備

校内巡視(文化祭中のけ
が、トラブル）

プール授業時の体調不
良児の対応

受診の必要なけがの説
明を受ける

消防署員による心肺蘇
生、AEDの使用方法の講
義と実演の見学

学校救急処置計画の説
明を受ける

AED点検

救急処置の必要性の説
明を受ける

救急講習への参加
（BLS）

手洗いと感染の授業計
画・実施

汚物処理対処法のお知
らせ配布

嘔吐物処理 手洗い状況見学
感染症情報システムにつ
いての説明

胃腸炎の症状が多い
クラスの消毒作業

健康相談結果から感染
症のアセスメント

文化祭参加 全体集会の参加
文化祭等のための物品
補給

イベント時の保健所への
書類作成

イベント中の生徒の様子
観察

マラソン児童の巡視と
聞き取り

総合体育大会の救護活
動

宿泊研修事前指導（生理
について）

中体連の救急カバンの準
備見学

修学旅行事前健康調査
保護者説明の見学

行事における役割の説明
を聞く

プール開きの見学

校外学習に向けて、救急
バックの準備（説明と見
学）

宿泊学習の事前準備とし
て、健康調査票の確認と
把握（説明・実施）

文化祭での検便と衛生指
導の説明

体育祭の予行練習時の
救護テントでの体調不良
者への対応の見学

体育祭時の救護の準備
の見学と補助

プール指導見学、体
調不良時の観察声か
け

飲料水検査（毎日） 環境衛生の説明を聞く プールの水質検査 トイレ掃除見回り、補充
学校薬剤師の水質検査
⇒塩素補充

手洗い石けん補充

清掃指導 校内巡視 トイレ点検 換気検査 照度検査（薬剤師）
学校薬剤師によるダ
ニ検査（見学）

学校薬剤師によるCO2検
査の見学と講話

教室の換気
放課後の清掃への参加
と見回り

飲料水の水質検査 掃除指導（毎日）

⑦学校環境衛生活動

記述された実習経験（コード）

２－２）

①学校保健情報

②健康観察の内容と
方法

③健康診断

④救急処置

⑤感染予防と対応

⑥学校行事における養護
教諭の役割と活動
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２－３）「健康教育の内容と方法の理解」（表 5 ）については、保健教育の説明を受け、保健・健康教

育の授業見学及び実施、手洗い・歯磨き・喫煙・感染防止・薬物乱用・人工妊娠中絶・熱中症・脱水症・

SNS・約部乱用などの内容について見学、準備、一部実施をしていた。さらに、保健便り・掲示物の作

成を経験していた。 
表 5 健康教育の内容と方法の理解 

 
 
 ２－４）「保健室経営と来室者対応」（表 6）は 4 つの細項目に分けている。＜②保健室来室者の対応

＞は内容が多岐にわたり記述コードが多いため別表（表 7）とした。 
 ＜①保健室の機能と役割、環境管理＞に関して、保健室経営計画の説明、保健室経営の説目、保健室

の役割・機能・使用ルールの説明を受けていた。また、室内レイアウト、薬品管理、救急物品点検と物

品購入書類についての見学についてのコードが抽出された。 
 ＜③疾病や障害を抱える児童生徒への対応＞は、発熱した児童生徒への対応、アレルギー疾患を含む

慢性疾患を持つ児童への対応（指導説明）の実施、保健室登校の児童への関わりが経験されていた。さ

らに＜④心の問題を抱える児童生徒への対応と専門職との連携＞に関しては、不登校・登校しぶり・相

談室登校・悩みを抱える生徒への対応を見学、実施していた。また、委員会での対応配慮の話し合い、

スクールカウンセラーと養護教諭との情報交換、保護者との連携等について主に見学として実施してい

た。 
 ＜②保健室来室者の対応＞（表 7）は、実習初期段階は見学が主体の実習経験であった。 
 体調不良で来室した児童、けがや腹痛等の症状を訴えて来室した児童生徒への養護教諭の問診・処置

の対応を見学していた。また、1 型糖尿病の児童の血糖測定の見学をした学生の記述があった。実施し

た対応では、擦過傷・打撲などの軽微なけがに対して流水洗浄、冷却などの処置と児童生徒への声掛け

が抽出された。さらに、風邪・熱中症・腹痛・生理痛、アレルギー発作などの内科的症状に対してバイ

タルサインの測定、症状の観察、休養などの対応を経験していた。 
 心理的な課題を持つと予測される児童生徒に関して、声をかけ・話を聴く・必要に応じて報告を経験

していた。 
  

実習内容

歯科に関する掲示物の
作成

保健便り（熱中症、プー
ル、歯科）

薬学講座の準備、参加 歯磨き指導見学 保健教育説明を聞く
寒天培地スタンプ計画実
施

手洗い指導の見学
手洗い授業準備・実施・
評価

喫煙に関する講話聴講 講話（保健指導）の準備
SNS,メディアに関する講
話聴講

模擬授業について担任と
打合せ

指導案作成 生活習慣病の講話実施 保健便り作成 保健の授業見学
熱中初予防・けがの予防
の説明

保健指導の資料作成

歯の保健指導の実施
歯科指導案作成・話し合
い

歯科指導の実施
掲示物のレイアウトや文
章の検討

帰りの会で脱水症状につ
いて説明

外部講師（助産師と保健
師）による思春期講演会
及び体験学習の準備（説
明）と実施の見学

親子歯磨き教室（歯科衛
生士）の見学

健康教育の模擬授業の
実施

養護教諭が行った保健
指導の授業（薬物乱用の
危険性について）の見学

保健指導として正しい手
洗いの仕方について、授
業を実施、その後指導教
員と事後評価

歯磨きアンケート結果へ
のコメント

町の歯科衛生における養
護教諭同士の連携と役
割について説明

薬物乱用防止教室の見
学

７月の「ヘルスガイド」（掲
示物）の作成

健康教育について説明、
映像資料の鑑賞（タバコ
の健康被害、10代からの
がん予防）

保健指導の実施（「スマ
ホ依存症について」）

「人工妊娠中絶の避妊」
についての保健指導の
見学

カラーセラピーをテーマに
掲示物を作成

起立性調節障害と診断さ
れた児童に対して、文献
を調べてパンフレットにま
とめ、その児の担任に説
明する（実施）

２－３）
健康教育の内容と方法
の理解

記述された実習経験（コード）
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表 6 保健室経営 

 
 

表 7 来室者対応 

 
  

実習内容

保健室経営計画書の説
明を聞く

薬品管理の説明を聞く 救急バックの点検見学
保健室経営・運営の説明
を受ける

教員の不調への対応
保健室のベッドのダニ検
査見学

保健室と相談室の違いに
ついて説明

保健室のレイアウトにつ
いて説明

保健室の役割・使用ルー
ルの説明を受ける

教育相談においても重要
な役割がある

保健室の衛生材料の点
検、救急箱の作成と点
検、物品購入等支出伺い
の方法と記入の見学と一
部実施

保健室でテストを受ける
場合の利点と注意点

養護教諭から一連の過
程の説明を聞く

②保健室来室者の対応 別掲

③疾病や障害を抱える児
童生徒への対応

登校困難児童の登校支
援

発熱生徒への保健指導
と帰宅支援

来室した生徒への対応説
明（ノートに記録を残して
おく）

保健室登校者の概要と
事例、来室した生徒への
問題へのかかわり方の
説明

慢性疾患を持つ児童へ
の対応について（説明）

紫外線アレルギーの生徒
へ説明

食物アレルギーを持って
いる児童への注意の説
明

学校相談員との会議参
加

相談室登校生徒の話を
聴く

相談室登校生徒との関
わり(学習支援）

不登校児童への配慮の
助言

委員会活動での配慮の
実施

不登校児童への電話対
応

スクールカウンセラーとの
情報交換見学

養護教諭とカウンセラー
の違いについて説明

不登校児への対応見学
クラスの人間関係の悩み
を傾聴

保健室で休んでいる生徒
への対応

悩みを抱える生徒への対
応見学

心の相談員との話し合い
参加

登校しぶり傾向の3年生
対応

スクールカウンセラーから
発達障害について講話

プリントにて母親からのネ
グレストの危険性のある
生徒への対応について、
教育相談コーディネー
ター、教育ソーシャルワー
カー、学校管理職、養護
教諭を相談中の事例の
説明

こころの問題でよく保健
室に来る生徒の母親が
保護者懇談会後に保健
室に来室され、スクール
カウンセラーのカウンセリ
ングの予約に来た際の説
明の見学

保健室前に泣きながら
立っていた→室内へ誘導
し話を聞く、その後担任
が迎えに来て教室へ戻る
見学

家庭への訪問相談につ
いて説明

スクールカウンセラーの
役割と連携について説明

スクールカウンセリング
の対応の見学

適応指導教室の役割と
目的について説明

記述された実習経験（コード）

①保健室の機能と役割、
環境管理

④心の問題を抱える児童
生徒の対応と専門職との
連携

２－４）

実習内容

来室者対応（体調不良者
への対応）見学

（腹痛、鼻出血、突き指、
気分不快）対応見学

来室児童のけが、体調不
良への養護教諭の対応
見学

人間関係の問題を抱えて
来室→本人の話を聞いた
後、担任に報告し対応依
頼（見学）

Ⅰ型糖尿病血糖測定見
学

体育時に頭部を殴打、頭
痛と嘔気の訴え→アイシ
ング、保護者へ連絡、管
理職への報告、近隣の病
院で受診依頼⇒拒否⇒
救急車を要請し搬送（見
学）

視診、触診の結果、副鼻
腔炎の疑いがあるとして
早退（見学）

けんかによる怪我の処置
とけんかの状況の情報把
握（見学）

授業についていけないこ
とが原因で腹痛を訴えて
いる児童への対応の見
学

シャープペンシルの芯を
自分の手に刺して芯が抜
けず来室→刺抜きセット
を使い芯をぬき消毒し絆
創膏を貼る（見学）

集会で倒れた生徒の搬
送とバイタル測定、対応
見学

体育でボールが額にぶつ
かる⇒保冷剤 擦り傷⇒観察⇒異常なし

頸部打撲⇒受診⇒帰学
後アイシング⇒帰宅後の
注意指示

登校時、自転車で転倒し
膝に擦過傷⇒患部を水
道水で洗う

友人とぶつかった⇒問
診、保冷剤を渡す⇒教室
へ

特別支援学級の児童登
校中のけが⇒問診、観察
⇒同行してクラスへ

跳び箱でけが⇒ガーゼと
テーピング

足の痛み⇒シップで様子
見る

靴ずれによる痛み→消
毒、絆創膏貼付

深爪→消毒、ガーゼ保護
（実施）

ヘアアイロンで熱傷→流
水で冷やしアイシング

転んで腹部と腕をぶつけ
た⇒担任に連絡

転倒擦過傷⇒水で洗う、
声かけ

背中のかゆみ⇒軟こう塗
布

指の熱傷→水で冷却
小指の骨折⇒アイシング
⇒受診へ体調不良⇒訴
えの傾聴

捻挫、突き指の対応
捻挫⇒冷却の指導

風邪、発熱⇒早退

めまいと吐き気⇒バイタ
ル、症状問診⇒休息、水
分摂取助言⇒父親と帰
宅

腹痛⇒バイタル、腹部聴
診、症状観察⇒養護教諭
の判断で帰宅

腹痛⇒マッサージ助言休
養⇒教室

貧血者担架で搬入⇒症
状観察⇒休ませる

生理痛⇒休養し教室へ
下痢⇒休養しつつトイレ
語教室へ

風邪、咽頭痛⇒受診を勧
める

耳下腺の痛みと腫脹→
検温、問診、

便漏れ児童の着替え介
助・情報収集

悪寒・発熱⇒バイタル⇒
母親と帰宅

嘔気⇒バイタル、問診⇒
休息⇒教室へ

（頭痛、気分不快、下痢）
対応⇒教室へ　（風邪症
状）バイタル⇒教室へ

喘息発作と風邪症状⇒
吸入、症状観察⇒休息⇒
担任と相談⇒教室へ

喘息⇒問診、処方薬内服
⇒保護者連絡⇒受診

過呼吸→ゆっくりと深い
呼吸を促す、声をかけな
がら落ち着かせる（実施）

鼻出血⇒止血の方法指
示⇒問診⇒冷却⇒部活
へ

めまい⇒症状観察、検温
⇒休養ＯＳ１補給

兄弟が溶連菌感染症で
本人もその疑い→休養後
帰宅

熱中症疑い児童への飲
水説明⇒休息

熱中症⇒養護教諭の活
動見学⇒救急隊要請

アレルギー性の目のかゆ
み→目の洗浄

目の腫れ⇒症状観察と
問診⇒点眼、眼帯

目痛み⇒症状観察と問
診⇒判断は養護教諭に
助言を求める

腰部痛で来室→筋肉痛
または腎疾患を疑い、休
養後帰宅

家庭の事情で悩む生徒
への対応→養護教諭と2
人きりでプライバシーを守
れる部屋で相談を受け
る、生徒の了承を得て、
校長先生など関係する教
員のみへ報告（説明）

体育の授業時、床へ顔を
ぶつけて前歯を損傷→欠
けた歯をガーゼで保護
し、牛乳に浸す、保護者
に連絡し歯科受診をすす
める

他の生徒の上履きが飛
んで来て鼻にあたり鼻出
血→キーゼルバッハ部位
を押さえて止血、その後
うがいを促す

教室へ入りづらいと下駄
箱で立っていた→声をか
け、保健室へ誘導、話を
聞き、体調不良もあり、
ベッド臥床を促す実施

友人関係の悩みの相談
を傾聴

記述された実習経験（コード）

２－４）
②保健室
来室者の対応

見学

実施
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３．児童生徒の心身、生活の現状、健康問題の理解（表 8） 
 「健康状態の把握」では、応援練習や壮行会への参加、健康観察資料・保健調査票などのデータから

の把握を実施していた。また、部活動や文化祭、授業見学、ＨＲ等への参加などが「児童生徒の発達の

特徴、日常生活行動の理解」に含まれた。さらに保健室の日誌や来室児童の情報報告が「健康問題の把

握」に含まれた。「健康診断結果の事後措置と関連部署との連携」では、健康診断の結果を地域の保健

所や労働基準監督署等への提出を見学し、健康診断結果の整理や事後措置の方法等について説明を受け、

一部実施していた。 
 

表 8 児童生徒の心身、生活の現状、健康問題の理解 

 
 
 

４．保健室に来室した児童生徒への健康相談の理解（表 9） 
 保健室に来室した児童生徒への健康相談として、実習記録の「健康相談」の部分に記述されたケー

スは 23 事例であった。そのうち身体的な健康課題が主たる要因である記述事例 13 について表 9 に示し

た。事例について縦軸の実習内容についての記述をコードとして抽出した。＜①対象となる児童生徒の

特性、相談内容＞では体調不良や身体症状、アレルギー、疾患を持つ児童生徒の概要が記述されていた。

一方、実習項目４－１）に含まれる養護教諭の健康相談の実際について見学等を通して「知る」に関す

る実習経験は 10 のコードしか抽出されなかった。４－２）＜①実施可能な健康相談計画の立案＞は各

事例で記述があり経験されていた。＜②健康相談の実施＞は主に説明するという経験がされていた。＜

③健康相談の評価＞は評価の実施という記載、児童生徒の反応を観察している記載が見られた。事例 6、
10 は健康相談としての介入経験は記載がなかった。 
心理社会的課題を抱えた児童生徒について 8 事例の記載があった。本研究としては個別事例の具体的

内容については研究目的としていないためデータとしての記載はしないこととした。発達障害、精神的

に不安定な状況、ネグレクト、奇異な行動をとる児童生徒について身体的なアセスメントと本人の話を

傾聴する、一緒に時間を過ごしながらの観察と助言を行っていた。 
 

 
 
 
 

  

実習内容

３－１） 健康状況の把握
齲歯のお知らせ作成見
学配布準備

保健調査票から把握
応援練習の見学（生徒の
様子観察）

壮行会（生徒会）の活動
見学

健康観察データからアセ
スメント

児童が記入した健康観察
に関する資料を確認しコ
メント記入後返却（見学）

部活動への参加 文化祭準備・参加 校長講話（健康課題） 給食指導に参加 授業見学 全校集会参加

HRに参加　生徒の様子
観察

デイリーノートへのコメン
ト記入

休み時間に児童と関わる
プールに参加できない子
に寄り添う

３－３）
保健室来室児童の訪問
理由と健康問題の把握

保健日誌の作成と管理
者への報告

来室児童の症状を担任
に報告見学

親子歯磨き教室の見学
教職員の健診結果の労
基所への提出確認

健診結果の一部を保健
所に提出確認

健康診断実施調査票の
記載

受診結果と事後措置の
説明を受ける

歯科健診結果の集計と
事後措置

健康診断の事後措置の
説明を受ける（公務支援
システムで管理）

耳鼻科健診と事後措置に
ついて説明と実施

内科健診の事後措置（説
明と見学）

健康診断結果の情報を
学内で共有する方法の
説明

３－２）
児童生徒の発達の特徴、
日常生活行動の理解

３－４）
健康診断結果の事後措
置と関連部署との連携

記述された実習経験（コード）
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表 9 健康相談の理解  

 

  

記載事例１ 記載事例2 記載事例３ 記載事例４ 記載事例５ 記載事例６ 記載事例７ 記載事例８ 記載事例９ 記載事例１０ 記載事例１１ 記載事例１２ 記載事例１３

健康相談における児童
生徒のアセスメント、関
わりを知る

不登校児童のア
セスメントの学び

頻回訪室の児童
保健指導の説
明を受ける

①対象となる児童生徒
の特性、相談内容を知
る

保健室来室相談
者の傾聴

低血糖疑いの生
徒の情報把握

友人関係の悩み
相談

体調不良、嘔吐、
発熱

精神的に様々な
悩みを抱える

頻回の体調不良生
徒への対応(見学）

頭痛を訴える生
徒への対応

腹痛を訴える生
徒への対応

四肢のけがの
対応

健康相談の実
施（内容不明）

あせもで掻痒感

紫外線アレルギー
の生徒　通院中だ
が病気をよく知ら
ない

甲殻類アレル
ギーの生徒　情
報収集　エピペン
の携帯について

②養護教諭が行う健康
相談の場、導入場面を
知る

不安を抱える生徒
への説明

③児童生徒との関わり
方、アセスメントについ
て知る

アセスメントの実
施

身体状況からの
アセスメント

医師への情報提供
の促し

④健康相談の方法の
理解

色覚健康相談の
説明と見学

電話対応の実
施・評価

コミュニケーショ
ンの工夫

⑤健康相談の評価、継
続した関わりを学ぶ

健康相談の過程と今後
の課題の明確化

①実施可能な健康相
談の計画の立案

生活習慣の改善
指導

計画立案　傾
聴ー授業出席促
進

保護者・本人へ
の対応立案

本人への対応立
案

関係性構築とコ
ミュニケーション
の計画

睡眠不足・心因
性に分けて立
案

下痢・便秘、心
因性に分けて立
案

医療機関搬送
の基準と判断

健康相談計画作
成・教材作成

②健康相談の実施
高校生の自己管
理への支援

保健室で指導助
言

養護教諭の実施
を見学

保健室での工夫
した対応、気持ち
を紛らす対応

計画実施、たば
この害について
説明

栄養補給と保
温の指導

月経痛に対して
鎮痛薬の服薬指
導

処置と保健指
導の立案

シャワー、かゆ
み止め、肌の清
潔について指導

病態について一緒に
症状、対策につ
いて話してもらう

③健康相談の評価 評価の実施 評価の実施
評価の実施　自
信につなげる

悩みを話してくれ
たことで関係促
進したばこの説
明に向けられた

指導に基づき保
健行動をとった

生理痛のコント
ロールについて
不安、痛みの軽
減を考察

受傷状況の振
り返りと危険回
避の学習

生徒の病気の理
解が深まった

食事も自分で気
を付けている

４－１）

４－２）

記述された実習経験（コード）
実習内容
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５．学校現場における危機管理（災害を含む）と養護教諭の役割（表 10） 
危機管理や安全対策、養護教諭野位置づけの理解、学校安全計画等について講話、説明を受けていた。

また、防犯教育・訓練、防災訓練に参加していた。 
 

表 10 危機管理と養護教諭の役割 

 
 

６．教職員の連携協働の理解（表 11） 
教職員の連携協働、職員会議等への参加について、保健室来室者、健康診断に対する対応についての

養護教諭と担任との連携を見学していた。また、色覚異常、喘息、食物アレルギー、エピペン等につい

ても担任との情報交換を見学していた。会議への参加では、職員会議、職員ミーティングに参加してい

た。 
 

表 11 教職員との連携、職員会議への参加 

 
 

７．その他（表 12） 
 授業の見学と地域の関連部門との連携について、その他に整理した。実施している科目の多くを見学

していた。さらに、生徒指導、教育相談、特別活動について説明を受けていた。特別支援教育について

の講話、授業見学の記述も見られた。また、妊婦による授業、実習生の精錬授業、職員研修の研究授業

への参加も経験していた。 
地域の関連部門では、教育センター、思春期皇室、腱の指導部会の訪問を見学する機会が得られてい

た。 
  

実習内容

危機管理の説明 学校安全全体計画を知る エピペンの管理・指導
熱中症の研修・救急要請
の説明

学校安全についての講
話

校内安全点検見学
学校事故発生時の対応
の説明

危機管理マニュアルの説
明

災害共済給付制度の説
明

５－２）
安全対策における養護教
諭の位置づけの理解

プール指導（プール開き）
の見学

５－３）
防犯教育や訓練への参
加と実際の理解

ネット安全教室への参加 防災避難訓練への参加 降下訓練の見学、実施

５－４）
災害時・危機発生時の対
応を学ぶ

水泳授業の事故対応準
備

災害報告書の説明を受
ける

災害報告書の整理見学

５－１）
学校で起こる危機の内容
把握と安全対策の理解

記述された実習経験（コード）

実習内容

職員会議参加　SHR参加
（毎日）

来室者対応⇒担任⇒保
護者⇒担任⇒養教　連携
の実際見学

クラス担任からクラス運
営の助言を受ける

来室児童について担任と
の事後措置を見学

担任との情報交換・共
有、相談の必要性の説明

頻回欠席児童の担任・保
護者対応の見学

尿検査未提出者対応表
作成⇒担任に配布依頼

色覚異常の生徒への対
応の指導依頼文書を職
員会議で配布

エピペンについて担任と
情報交換見学

担任、養護教諭、スクー
ルカウンセラーのそれぞ
れの情報と視点の共有と
連携の重要性（説明）

相談室と他の教員との連
携

食物アレルギーについ
て、栄養士と養護教諭と
の連携（説明）

喘息児童への対応面談
見学（生徒、保護者、教
頭、学年主任、養護教
諭、担任、栄養士）

合同避難訓練の打ち合
わせ

来室者の様子を担任に
連絡

事務職員との対応見学
（健診結果の郵便物を受
け取る、学校災害につい
て報告を受ける、用紙の
配布

職員ミーティングで養護
教諭が、熱中症で救急搬
送された生徒の例を出し
て、生徒の熱中症に気を
付けてもらうように、他の
教員へ伝える場面を見学

６－１）
教職員との連携、職員会
議への参加

記述された実習経験（コード）
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表 12 授業見学と関連部門との連携 

 
 
 
考察 
抽出し整理された実習経験（コード）を概観し、実習経験の特徴的な内容について検討する。さらに

研究者らの先行研究 8)で課題として示唆された「学校保健計画」「危機管理」「健康相談」の実習経験に

ついて検討する。 
 
１．養護実習における実習経験内容の特徴と課題 
１）学校教育における学校保健計画並びに保健活動の理解 
養護教諭は教育職員であることから学校教育活動の目的、教職員としての職務に関して実習オリエン

テーション及び実習 1 週目の早期に経験していた。学校管理職の講話、説明が実習計画に組み込まれて

いることが把握できた。さらに、学校保健・学校安全にかかわる委員会等についても校務分掌の理解の

もとで見学、参加の形で経験できたことは、実習内容 3－4）及び６における関連部署との‘連携’、教

職員との‘連携’の理解の基礎として重要である。一方、学校保健計画の説明の記述は少ないことが明

らかとなった。今後は、実習計画をより具体的にモデル化して、実習初期段階において学校教育目標、

学校保健計画、校務分掌と委員会活動などの保健組織活動の理解を促す実習内容を、学生と実習校側に

提示する必要性が示唆された。 
 
２）養護教諭の機能と役割の理解 

2－1)「養護教諭の執務内容」は、養護教諭の機能役割の中核である。執務の内容の説明を受けると

いう記述は見られたが、半数の実習学生からは経験コードの記述が得られず、すべてが経験していると

は言い難かった。また、執務内内容の概要、1 日の標準的な執務スケジュール、保健室管理としての注

意事項に関する経験の記述は得られなかった。看護学実習では看護師の 1 日のスケジュール、病棟の施

設設備の説明、使用上のルール、電子カルテの使用方法、患者情報管理について実習初日のオリエンテ

ーションとして計画されている。養護実習における保健室オリエンテーションと養護教諭の執務内容に

実習内容

研究授業参観
朝の会・帰りの会への参
加

LHRの担当
特別活動、生徒指導の説
明を受ける

社会の授業見学
担任の関わりや支持を見
学

LHR文化祭の準備参加・
声掛け

生徒指導の説明を受ける
教員採用試験についてア
ドバイス

保健授業見学
中体連激励会への参加
観察

部活の見学・意義の説明
を受ける

道徳教育の説明を受ける
職員研修（研究授業）とし
ての授業の見学

体育・国語の授業見学
保護者懇談会の準備、見
学

教育相談について説明 作業療法見学
実習学生による精錬授業
の見学

英語・音楽の授業見学
保護者の授業参観、引き
渡し訓練見学

妊婦による授業見学
（「妊婦さんに詳しくなろ
う」）

特別支援学級の授業見
学

特別支援教育の説明（イ
ンクルーシブ教育システ
ム）

道徳授業見学 校外学習報告会に参加 学習教研について説明 特別支援教育の講話

算数・家庭科・理科授業
参加

教員による精錬実習
遅刻してきた生徒への対
応を職員室で見学

特別支援学級の見学（内
服薬の与薬、授業の様
子、歯科衛生士による歯
磨き指導）

地域の関連部門との連
携

教育センターの見学 思春期教室への参加
東上総教育事務所計画
（指導室）訪問、見学

県の指導部会から訪問さ
れた職員と養護教諭の話
し合いの見学

7

その他：授業見学等

記述された実習経験（コード）
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ついて系統的な説明を受けながら養護教諭の執務内容をシャドーイング実習するように実習要項では

計画しているが、実習校に 1 名配置の養護教諭に実施を依頼することは教育現場の現状から課題が多い

ことが示唆された。実習初日から保健室来室児童生徒への対応を見学しながら学んでいる姿が浮き彫り

となったことから、学生自身が実習項目、実習内容と見学している事項を的確に照合するような実習準

備が必要と考える。 
2－2)「保健管理活動の実際の理解」は、平成 20 年の中央教育審議会答申 9)において養護教諭の役割

として①救急処置、健康診断、疾病予防などの保健管理 ②保健教育 ③健康相談活動 ④保健室経営 

⑤保健組織活動の 5 領域として例示した内容の①保健管理のすべてを含んでいる。 
抽出されたコードが多かったのは、実習内容＜③健康診断＞であった。学校保健安全法施行規則第 5

条 10）において毎学期 6 月 30 日までに実施とされている。本学部の養護実習は 4 年次の 5 月に実習事前

指導を実施し、6 月の 4 週間に実習校での実習を展開している。すべての学生が健康診断の主要な内容

について準備から実施補助、診断結果の整理入力、事後措置の書類作成等の一連のプロセスを見学、一

部実施として経験していることが明らかとなり、法令に定める健康診断の実施期間と重なっていること

が影響していると考える。さらに、関連する実習内容 3－4)「健康診断結果の事後措置と関連部署との

連携」コードからは、結果の整理や事後措置の方法、保健所や職員健診の結果は労働基準監督署等への

書類提出などの見学を通して児童生徒及び職員の健康診断の実践的な実習経験をしていることが明ら

かとなった。一方、実習要項に記載されている実習内容において、健康診断に関するものが 2－2)①③

及び 3－4）の 3 つの項目に記載されていることで、本研究のコードの整理においてやや曖昧な点が否

めなかった。このことは実習校の養護教諭及び実習学生が実習計画立案、実習経験の目的を確認する際

に混乱を生じかねないと考えられ、実習要項、実習内容の精選、実習内容の関係性の整理統合の必要性

が示唆された。 
実習内容＜⑦学校環境衛生活動＞もコードが多かった。毎日の校内巡視、水質検査、清掃を通しての

指導、管理、学校薬剤師の環境検査の見学、プールの水質検査等について、環境衛生の講話も含め、実

施していることが明らかとなった。学校保健安全法第 5 条、第 6 条及び同施行規則第 1 条定期点検、2
条日常点検 10)において規定されている学校環境衛生の内容を経験していることは確認できたが、基盤と

なる法的裏付けや学校環境基準につなげて理解ができているかは把握することができなかった。実習内

容の中に法的根拠の理解に関する項目設定がないことが要因と考えられ、実習項目それぞれの実践とそ

の法的根拠の理解を認識できるような項目の設定が必要である。 
＜④救急処置＞＜⑤感染予防と対応＞では、大学の演習で経験している BLS 技術、AED の扱い、感

染予防対策について知識の理解と指導場面への参加が経験されていた。記述コードがあまり多様ではな

いこと、実施までは経験できていない学生がいることが明らかとなった。養護実習期間中にこれらの講

習会や指導が特別活動等に計画されているかによって実習経験ができるかが左右される。養護実習事前

訪問の段階で、実習期間中の学校保健関連の計画を意識的に確認する指導の工夫が重要であると認識し

た。 
2－3)「健康教育の内容と方法の理解」では、一般的な児童生徒の健康課題や児童生徒の現代的健康

課題 1)に関する内容を保健便り、集団指導、掲示物として準備、実施までを経験できていることが明ら

かとなった。養護課程カリキュラムにおいて 2 年次の養護概説、健康支援と健康教育、さらに学校保健

の科目で講義・演習として展開している学びが実習経験につながっていることを確認できた。 
2－4)「保健室経営と来室者対応」では、毎日すべての学生の実習記録に複数の来室者対応が記載さ

れていた。しかし、保健室経営については、記述コードから保健室のレイアウトや使い方、物品管理は
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経験されたが従来の【保健室運営】という狭義の捉え方にとどまっていた。平成 20 年中央審議会答申

では「養護教諭の専門性と保健室の機能を最大限生かし、教育活動の一環として計画的・組織的に運営

すること」11)という保健室経営の観点を示していることから、実習経験としてこの段階に至る実習内容

の検討が必要であることが明らかとなった。 
来室者対応に関しては、多くの内科的主訴での来室、学校環境で遭遇しやすい軽微な外傷についてア

セスメント、養護教諭としての対応を経験していた。看護学領域の 18 単位の病院等実習を経験してい

ることから、問診、症状観察などにおいては異常を想定しつつ児童生徒に関わっていることが明らかと

なった。内科的主訴の児童生徒に対してバイタルサインを測定し観察するという看護の視点が活用され

ているとことが示唆された。また、保健室には医薬品は配備されていないことから、養護教諭の対応の

見学を通して病院実習との違いや処置として可能なことを把握している姿が明らかとなった。八重樫、

小貫は、養護実習生が救急処置についての学習の必要性を強く認識している 12)ことを報告している。ま

た、岩佐、川崎は養護実習で難しいと感じた看護技術として【症状、病態を正確に確認】【創傷の保護】

【観察した症状、アセスメントの記録と報告】などとし、「創傷管理技術」と「症状・生体機能管理技

術」の重要性 13)を報告している。本学学生は看護系実習を経ていることから学校環境としての戸惑いは

あるものの、看護の視点を養護実践に融合しつつ実習していることが明らかとなった。今後は、養護実

習で経験頻度が高く病院実習では遭遇しない、軽微な外傷に対する救急処置の演習を強化する必要があ

ると考える。 
 
３）児童生徒の心身、生活の現状、健康問題の理解 
 健康関連の資料データおよび授業や全学行事への参加を通して児童生徒の現状を理解し、健康診断結

果の整理等により健康問題の把握をしていた。この実習項目は 2－2)＜③健康診断＞、2－4)「保健室経

営と来室者対応」との関係があった。児童生徒の心身の生育・発達、それを支える日常生活習慣の現状

及び健康問題について理解することを目的とした実習内容項目であるが、‘心身の生育・発達の特徴’‘児

童生徒の生活習慣の現状と課題’‘健康問題の特徴’として明記されていないことから実習経験のあい

まいさや焦点化が不十分であるという課題が見出された。逆に、7 その他「授業見学」の経験が児童生

徒の理解の為に重要な実習経験として実習記録に記載されていたため、実習内容と実習経験を照合させ

ることができる実習要項の精選が急務である考える。 
 
４）保健室に来室した児童生徒への健康相談の理解 
 表 9 に整理されたが空白が多い表となった。16 人分の実習記録にそれぞれ 1～2 名の事例が記述され

てはいるものの、養護教諭の健康相談をシャドーイング実習しながら「知る」ことがあまり経験できて

いないことが明らかとなった。健康相談の対象となるのは、【気になる】【心身の課題を抱えている】【来

室が頻回】など相談ニーズが比較的明確な児童生徒であった。継続的な健康相談事例として養護教諭か

ら紹介されて介入している事例はほとんどなかった。心身の健康課題のアセスメントは実習としては過

重な課題であることが想定され、学校現場において実習学生が参画することが困難なのではないかと推

察する。 
 
５）学校現場における危機管理（災害を含む）と養護教諭の役割 
 危機管理の理解については講話、説明を受けるという経験を通して学んでいた。学校安全については

防犯、防災、ネット犯罪という内容について参加経験をしていることが明らかとなった。一方、5－2)
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「安全対策における養護教諭の位置づけ」に関する実習経験がほとんど抽出できなかったのは今後の課

題である。 
 
６）教職員の連携協働の理解及びその他(授業参観と関連部門との連携) 
 養護教諭と担任教諭、スクールカウンセラー、栄養教諭、その他教員との情報交換、ミーティング、

職員会議への見学・参加を通して【連携】の実際を経験できていた。 
 また、非常に多くの科目の授業参観を経験していることが明らかとなった。実習要項において授業へ

の参加は３．児童生徒の心身、生活の現状、健康問題の理解のための実習方法として実習事前指導では

説明していたが、1 日の実習で 1 時間以上の授業参観を経験している学生がほとんどであった。数名の

学生は半日授業参観となっている実習日もあり、児童生徒の理解、授業方略の理解、自己の健康教育の

準備に資する経験としてフィードバックさせる時間の確保が必要であると考える。さらに、実習学生自

身が授業参観の学習目的、実習目標とのつながりを意識した経験とするための方策を検討する必要があ

る。 
 
２．「学校保健計画」「健康相談」「危機管理」の実習経験の検討 
 これらの 3 項目は養護実習後の教職実践演習の学びのレポートに記述が見られなかった 8)。前述した

１）４）５）で検討したが、実習経験のコードが少ないことが学びの意識につながらなかったのではな

いかと推察する。 
 平成 20 年の中央教育審議会答申 11)では、「養護教諭は学校保健活動の推進に当たって中核的役割を果

たしている」「養護教諭の行う健康相談活動がますます重要となっている」と示されている。また、平

成 9 年の保健体育審議会答申を引用し「養護教諭の役割拡大に伴う資質能力を担保するために教育職員

免許法の改正（平成 10 年）が行われ、・・・（中略）・・科目「養護概説」、「健康相談活動の理論及び方

法」が新設された」と改めて記載されている。健康相談は養護教諭の重要な職務として期待され、児童

生徒の多様な心身の健康ニーズに対応することが求められている。養護教諭養成段階で科目として導入

していることから、養護実習でその学びを学校現場の現実の中で養護実践として経験させる工夫が必要

である。健康相談を必要とする児童生徒に対しては、スクールカウンセラー、担任教諭、保護者、養護

教諭、さらに教育関係専門職、児童福祉関係専門職など多くのチームで支援する体制も構築されつつあ

る。関連職種や機関との連携について表 11～12 に示すように少ないながら経験している学生もある。

実習経験として健康相談活動を計画・実施するためには、実習学生の十分な準備と養護教諭を含む支援

チームの理解と承諾、実習サポートがなければならない。そのことを実現するためには、養護教諭カリ

キュラムの科目内容の検討や実習事前指導でのロールプレイを含む養護介入演習の検討、さらに、養護

実習校との綿密な情報交換が不可欠であると考える。 
  
終わりに 

17 名の養護実習記録の記述を分析対象として整理統合した結果は、養護教諭養成教育における養護実

習の現実を把握するために重要な機会であったとともに、多くの実習学生が日々児童生徒と関わり、悩

みながら実践していることを理解することができた。 
実習指導要綱及び実習指導の手引を作成し、実習学生と実習校に渡してはいるが、実習目標、実習内

容の記載の不十分さや、実習内容相互の整理のあいまいさを認識できたことは、新カリキュラムの養護

実習の準備に向けて多くの知見を得ることができた。 
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さらに、養護実習において経験を積むことで養護教諭としての資質能力の形成に資することはもちろ

んであるが、前提として実習校の児童生徒の健康と安全を守り、教育職員としての倫理観を持って実習

に臨む姿勢をはぐくむための講義・演習・実習の連関の検討が必要であると認識した。 
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〈実践報告〉 

 

教育の方法・技術を養護教諭志望学生に意識させる指導の実践 
 

笹川清喜 看護学部・非常勤講師 
 
1.はじめに 
本学では、養護教諭志望学生を対象に、教職課程の科目として「教育方法論」を開講している。科目

「教育方法論」は、「教育の方法及び技術」について学ぶ科目である。教職課程コアカリキュラムにおけ

る「教育の方法及び技術」の全体目標は、「これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育

成するために必要な、教育の方法、教育の技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能

を身に付ける。」（1）としている。したがって、授業では、受講生に、「教える」という行為には方法・技

術があることを意識させる指導が求められる。そのためには、指導においてどのような教材を取り扱う

かが鍵となる。養護教諭志望学生を対象にした授業を考えるとき、身近な問題を課題として与え、養護

教諭の職務に役立つと感じる教材を導入し解決させる指導を行えば、教育の方法・技術に関する知識・

技能について意識を高め、身に付けることが容易になると考えた。 

 ここで、養護教諭の職務について述べる。中央教育審議会答申（平成２０年 1 月）では、「 養護教諭

の職務は，学校保健法で「児童生徒の養護をつかさどる」と定められており, 昭和４７年及び平成９年

の保健体育審議会答申において主要な役割が示されている。それらを踏まえて，現在，救急処置，健康

診断，疾病予防などの保健管理，保健教育，健康相談活動，保健室経営，保健組織活動などを行ってい

る。」（2）と述べている。 その中で、本科目に深く関係するのが、「保健教育」である。 

愛知県教育委員会は、「新規採用養護教諭研修の手引」（3）において養護教諭の専門領域における職務

内容として、「保健教育」を「(ア) 保健指導（個別の保健指導（グループ指導を含む）、特別活動におけ

る保健指導への参画と実施）」「(イ) 保健学習（体育科，保健体育科等におけるティーム・ティーチング

による保健学習への参画と実施、「総合的な学習の時間」における保健学習への参画と実施、道徳の授業

への参画と実施）」「(ウ) 啓発活動（児童生徒，教職員，保護者，地域住民及び関係機関等への啓発活

動）」「(エ) その他」（3）として分類している。以上から、養護教諭志望学生が、養護教諭の職務に役立

つと感じる教材とは、「保健教育」すなわち、「(ア) 保健指導」「(イ) 保健学習」「(ウ) 啓発活動」の授

業で役立つと感じる教材であると考える。 

そこで、養護教諭志望学生を対象とした科目であることを前提とし、受講生が講義に対して受け身に

ならないような課題を考え、「保健教育」の授業で役立つと感じ、できるだけ主体的に取り組める教材を

模索した。その際、「教える」という行為の背景には学習内容の構造理解や子どもの発達段階が関係して

いることも意識させられるような配慮をした。そして、それらの教材を用いて、実習を重視し、実習課

題を通じて、教育の方法・技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を習得させ、さ

らに、身に付けたものを使って何ができるかということを思考し、判断し、表現できる能力を育成する

指導を試みた。その結果を報告する。 
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2.授業設計と授業内容の概要 

 表 1に示すように、今回行った「教育方法論」の講義は、小・中・高の養護教諭を志望する 1年生 12

名を対象に、本学におけるカリキュラムのもと 4日間の集中講義として開講した。学習内容の理解を深

めるために、1日目に実践した小テストや 2日目にコンピュータを活用して作成した作品を 3日目の「評

価について学ぶ授業」の教材として利用するなど、学習内容を関連付ける工夫をした。3 日目までを、

教育の方法・技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能の習得期間とし 12 回の講義

時間を確保した。そして、4日目をまとめの学習日とし、3日間で学んだ教育の方法・技術を活用して、

模擬授業を行う場面を設定することで、学んだ知識や技能をさらに促すような授業設計とした。 

1 日目は、「教える」という行為の基礎知識の獲得を目標とした。「教える」ことを「働きかける」こ

ととしている「意図的教育観」と「変化させる」こととしている「成功的教育観」（4）について考えさせ、

良い授業を求めて努力を持続する鍵は、「成功的教育観」を捨てないことであることを確認させた。関連

して「変化させる」ことを目指した授業形態の一つとして実施されているアクティブラーニングについ

て実習を通して理解を深めさせた。次に、一斉指導や共同学習などの学習方法の形態の理解のために、

これまでに提案されたモニトリアルシステム、モリソンプラン、ドルトンプラン、イエナプランなどの

代表的な教育方法を選び、その内容と提案者について、受講生を 6グループに分け、それぞれのグルー

プごとに担当を決め、全員の前に出て発表する実習を行った。その際、パワーポイントを使う、Word を

使う、Web ページを見せる、口頭で話す、書画装置を使うなど、説明の方法は自由とした。このような

発表による「教える」といった行為を体験させることによって、難しさや問題点に気づかせた。発表後、

補足の解説を行い、理解定着の確認のために、これらの教育方法に関する教員採用試験の過去問題 10問

について小テストを実施した。最後に、記憶の理論を解説し、記憶と学習の関連について考えさせた。

実習として、薬物をすすめられたときの断り方について、ロールプレイングを行った。記憶に関連する

教育方法であるロールプレイングは、記憶とメディアの関係を表すデールの円錐（５）の下位に位置し記

憶に残る指導法であること確認させた。 

2 日目は、「学習理論（行動主義的学習論、認知主義的学習論（構成主義、社会的構成主義）、状況主

義的学習理論（状況理論）」「学習方法（プログラム学習、発見学習、有意味受容学習、相互教授法等）」

についての基礎知識の獲得、学習内容の構造を分析するための方法の習得を目標とした。また、情報機

器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を身に付けるために、コンピュータを活用した教材作成

としてハイパーリンク型の教材を作成させた。 

3 日目は、指導のために教育目標の明確化が大切であることと、学習評価の基礎的な考え方を説明で

きることを目標とし、ブル－ムとガニエの教授目標の分類について教授した。課題を与え、ブルームの

認知的領域の各段階を評価する問いと意図する回答を作成させることによって、認知領域の違いを理解

させる教育方法を体験させた。これによって、「理解させる」という述語は、様々な段階があることを確

認させた。さらに、指導と評価の一体化を重視し、教育の方法・技術としてパフォーマンス課題の評価

に用いられるルーブリック評価とコンピュータを利用して形成的な診断に活用される S-P 表（6）による

分析方法を習得させた。これによって、学習評価で用いられる教育の方法・技術に関する基礎的な知識・

技能について認識させた。最後に、3 日間で習得した基礎的な知識・技能を基に議論させ、解決案をグ

ループで発表させた。 

4日目は、学習指導案を作成し、「授業を行う」ことを目標とした。まず、話法・板書などの授業を行

う上での基礎的な技術を含め、授業で進め方について検討させた。そして、学習のまとめとして、基礎

的な学習指導理論を踏まえて、目標・内容、教材・教具、授業の進め方・学習形態、評価規準等の視点

を含めた学習指導案を作成させ、模擬授業の実践を行った。 
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表 1 授業設計と概要 
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3.実習課題の概要 

実習を重視し、授業内容の理解を深めるために行った実習課題（表 1）について述べる。 

まず、2017年に告示された次期学習指導要領（７）では、「生きる力」を育てるために知識と技能だけで

なく、これを活用して課題を解決する「思考力・判断力・表現力」を重視している。したがって、今後、

子どもたちに「思考力・判断力・表現力」を身につけることが求められており、受講生は、そのための

教育の方法・技術を意識する必要があると考えた。そのためには、受講生自身が、「思考力・判断力・表

現力」を重視する理由を意識しなければならない。そこで、実習課題では、授業内容の理解を深めるだ

けでなく、「思考力・判断力・表現力」を意識させる教材を取り入れることが望ましいと考えた。そして、

そのための教材として適している教材を検討した結果、気づきを生み出す教材が、実習課題に用いる教

材として適していると考えた。また、気づきは、受講生同士の学び合い形式の中で促進すると考えた。

以上の検討結果から、これまでに利用されたことのある教材から適すると判断した教材を選び、子ども

たちと同じようにグループで課題を解決する場面を設定し、教材の効果を確認する実習を 1、2、4、12

回で実施し、そこで利用される教育の方法・技術を意識させた。1回目の授業では、マンダラ（8）（表 1）

を利用した。マンダラは、3×3のマトリックスを使い、中央に書いた課題に対する解決策を周りに書い

ていくことにより、具体的な発想を引き出す発想法である。この教材を用いて、「「学校」から発想でき

ることを書く」を体験させ、具体的な発想を引き出す教育の方法・技術を確認させた。2 回目の授業で

は、「比較する・分類する」際に利用するシンキングツール（9）（表 1）を用いて議論させた。シンキング

ツールは、考えを書き出すのが活用の目的ではなく、あとで、それをもとにして自分の考え方を作って

いくためのものであり、考え方を可視化する教材である。「教える」という行為の中で議論する行為は重

要であり、この教材を用いて議論すると、議論が深まることを体験させ、議論を深めさせるための教育

の方法・技術を確認させた。4回目の授業では、「保健教育」の授業での活用の例として、高等学校学習

指導要領解説保健体育編（10）の中で、「指導に当たっては，ディスカッション，ブレインストーミング，

ロールプレイング（役割演技法），心肺蘇生法などの実習や実験，課題学習などを取り入れること」と留

意点で述べられているロールプレイングを教材として取り入れた実習を行った。そして、課題「薬物を

すすめられたときの断り方」について、ペアを作り、対処法を考えさせる教育の方法を体験させた。そ

の体験によって、ロールプレイングは、児童・生徒に、ある事柄が実際に起こったときに適切に対応で

きるようにするための教育の方法・技術となること確認させた。12回目の授業では、課題「主体的な学

びを発展させるためには、どのような活動をすれば良いか」について、解決するための案を導出させる

教材として KJ法を利用し、問題解決のための教育の方法・技術を確認させた。 

その他、教育の方法・技術として基礎的な知識・技能を身に付けるために、10回目では、７、８回で

作成した全員のハイパーリンク型教材をル一ブリック評価によって相互評価させた。評価基準を作成さ

せて、それを基に相互評価させることにより、評価についての教育の方法・技術を確認させた。11回目

では、3 回目に実践した小テストを教材として利用した S-P 表によって分析させ、コンピュータを利用

して形成的な診断する教育の方法・技術を確認させた。11 回目では、ブレインストーミングと KJ 法を

教材として利用して、問題解決の際に用いられる教育の方法・技術を認識させた。 

最後に述べる表１に記入した検討 1、2、3 で行った実習（6、7、8、15 回目）は、これまでに利用さ

れたことのある教材を用いた実習ではあるが、特に、養護教諭志望学生が、「保健教育」の授業で役立つ

と感じ、できるだけ 

主体的に取り組め、子どもたちに「思考力・判断力・表現力」を身に付けさせる必要性を強く意識で

きるように、筆者が、教材の効果的な利用方法を考案した実習である。その際、養護教諭志望学生が、

身近な問題として感じられるような課題を与えた。さらに、「教える」という行為の背景には学習内容の
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構造理解や子どもの発達段階が関係していることを意識できるような配慮をした。そして、検討１では

「学習内容の構造分析」、検討 2 では「情報機器の活用」について、それぞれ実習を通じて、教育の方

法・技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を意識させ習得させる指導を実施した。

検討 3「模擬授業」では、まとめの学習とし、3日間で学んだ教育の方法・技術を活用して、模擬授業を

行う場面を設定することで、学んだ知識や技能の習得をさらに促す実習を行った。 

以下に、検討 1、2、3（表 1）について、実習結果とその考察を述べる。 

 

4.結果及び考察 

4-1 学習内容の構造分析（検討 1） 

授業では、「学習指導」において、子どもたちに学習内容が指導の順序にしたがって提示されるが、そ

のためには、教師は、「学習指導」の前に教科内容の体系的な分析や把握をする必要がある。その方法と

して、個々の要素概念（学習要素）の関係を図表的な方法（ネットワーク状に表したコンセプトマップ）

で表現することによって学習内容の構造を分析する ISM 教材構造化法（11）がある。また、教科内容の構

造を分析したのち、学習要素を抜き出してそれを体系的・構造的にチャートを用いて表示したものが教

材の ISM概念構造チャートの一つである学習構造チャート（12）である。 

検討 1 では、「保健教育」の授業において学習内容を説明する際に自分の話すべき内容を把握できる

ようにすることを目標に、この学習構造チャートを学習内容の構造を分析させる教材として使用するだ

けでなく、発表する際の台本として活用する指導を実践した。 

初めに、学習内容の構造を分析する方法を習得させた。教材構造化の考え方と方法について解説後、

例として、４つの各要素間の関係を 2次元のマトリックスで表す一対比較表から構造図を作成させる実

習を行い構造化の方法を教授した。次に、ペアを作り、小学校で学習する分数の学びの手順について、

一対比較表から構造図完成させる方法と各学習要素の関係を議論しながら構造図を完成させる方法を

対比させながら、学習構造チャートを完成させた（図１）。その対比の結果から、一対比較表を省いて構

造図を完成させる方法でも、要素間の関係を捉えることができることを確認させた。このようにして、

知識構造を捉える方法を習得させた。 

次に、筆者は、学習構造チャートを台本の内容を考えさせる教材として活用させる指導を行った。ペ

アを作り、「熱中症環境保健マニュアル I.熱中症とは何か 1.熱中症とは何か 」（13）に書かれている内容

を受講生全員の前で説明する課題を与えた。受講生は、議論が活発になり、要素間の関係について深く

考える主体的な学びが実現した。そして、作成した学

習構造チャートをスクリーンに映し出し、それを見な

がら、記述してある内容（熱中症）を説明させた。そ

の結果、発表を聞くと、この文章の構造をしっかり捉

えたペアほど、説明がわかりやすい傾向にあることが

認められた。この方法によって、受講生は、教育の方

法・技術に関する基礎的な知識・技能として、構造を

しっかり捉えることの重要性を強く意識したと考え

る。以上の取り組みから、学習構造チャートを説明の

ための台本として使用する方法は、学習要素の関係を

深く考えさせ、学習内容の構造を捉えることの意識を

高める効果があると考える。また、台本として利用す

るためには、「思考力・判断力・表現力」が要求される

図 1 学習構造チャートの作成方
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ので、これらの能力の必要性を

意識させるのにも効果があると

考える。そして、学習構造チャー

トは、伝えるべき内容や要点を

構造的に表現するので、全体の

流れの構成がわかり、自分の話

すべき内容が把握できるため、

「保健教育」の授業において、学

習構造チャートを台本として活

用は、学習内容の説明に役立つ

方法・技術となることが示唆さ

れた。 

また、宿題として、自分が現在

利用している教科書・参考書等

の記述の一部分を選んで、学習

構造チャートを作成させた。図 2

は、「健康にやせること」（14）につ

いて書かれた文章から、 

学習要素を抽出（図 2 の文章中

の用語を〇で囲っている）し、そ

れぞれの要素の関連を構造的に

表した受講生の学習構造チャー

トである。作成した学習構造チ

ャートを見ると、各要素間の関

係を深く考えたことが認められ

る。したがって、教育の方法・技

術の一つである学習教材を分析

し学習内容の構造を捉えるため

の基礎的な知識・技能を意識す

るだけでなく習得したと考え

る。また、知識構造を捉える方法

は、「保健教育」の授業において、

パワーポイント等の提示教材、

配布教材等にも活かせるため、

是非とも看護教諭志望学生に身

に付けて欲しい教育の方法・技

術であると考える。 

 

 

 

 

引用元：「健康的にやせるためのダイエット法についての一考察」 
 高知学園短期大学紀要 32 号 p.67 

図 2 基となる文章と受講生が作成した学習構造チャート 
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4-2 情報機器の活用（検討 2） 

検討２では、ハイパーリンク型教材を作成させることによ

って、教育の方法・技術として「保健教育」の授業での活用

を意識した教材作成のための知識・技能を身に付けさせるこ

とを目標にする指導を実践した。課題として、「「感染症への

対応」について、パワーポイントでハイパーリンク型教材を

作成する」を課した。その際、赤堀(2009)は、提案している

アフォーダンスの考えを教材にした「台詞にメッセージを書

かせるワークシート」について、「アフォーダンスとは、対

象からメッセージを受けて、そのように誘発されるという意

味であるが、自分で何かをするのではなく、対象が自分に働き

かけるという逆の方向なのである。台詞を書かせるのは、その身になってみるという意味で、メッセー

ジを送っていると言える。このように、その身になることで意味を把握しやすくなるのである」（15）と教

材のデザインとして有効性を述べており、この台詞にメッセージを書かせる方法をハイパーリンク型教

材のスライドの一部に取り入れれば、教材を利用する学習者の理解が深まると考えた。そして、その例

として、フリー素材（16）（17）を使用して作成した図 3を示した。学習者は教材を以下のようにして利用す

る設定とした。「保健教育」を学ぶ場面で、学習者は、作成した教材をタブレット端末で操作することに

よって「感染症への対応」について学ぶ。学習のまとめとして、メッセージを書かせるスライド（台詞

にメッセージを書かせる方法を取り入れたスライド）では、電子ペンで文字を記入させる。そして、複

数の学習者のスライドを前面の黒板に映し出し、相互比較を行う。尚、「導入」、「まとめ」等の教材の利

用する場面、学習者の年齢は、自分で設定するとした。作成にあたって、最初に、図 4に示すスライド

を例として示し、ページ内リンクの方法を習得させた。画像は、フリー素材を利用するとした。例とし

て見せた図 4でも、フリー素材（18）（19）（20）を使用した。 

その結果、受講生は、図 5に代表される教材を作成した。この受講生は、それぞれのスライドにあっ

た素材（16）（21）（22）（23）（図 5）を Webから探していた。分析のために、この教材をフローチャート表示（図

6）に書き直した。それぞれの受講生の教材についてもフローチャート表示に書き直し、比較し、分析し

た結果、すべての受講生は、最初に例として示した教材に比べ、分岐の数を増やしていた。分岐の数は、

2、または、3 に分かれた。分岐の数は、問題数を表すが、2、又は 3 個の複数の問題を考えたことがわ

かる。図 6では、処理 5の後に、処理 7が続くが、同じ分岐

の数でも、処理 5と処理 7の間に処理を入れるなど、分岐の

後に入れる処理の数に差が見られた。このように、同じ問題

数でも、処理の数は異なっていた。処理を表すスライドには、

解答や、ヒントや解説などを書いてあるが、対象への配慮や

説明の仕方によって表現の差が出たと考えられる。以上よ

り、作成したスライドは、指示がなくても、問題数を増やし、

解説やヒントなどの工夫していたことから、学習者が利用す

る場面を想像させ、様々な説明の仕方を思考、判断させ、適

切な表現を考えさせる効果があったと考える。 

図 3 台詞を書き込むワークシート 

図 4 ハイパーリンク型教材の例 
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図 6 フローチャートによる表示 

図 5 受講生が作成したハイパーリンク型教
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次に、ハイパーリンク型教材の作成を通して受講生がどのようなことに気づいたのかを分析するため

に、全員のハイパーリンク型教材をル一ブリック評価によって相互評価させる実習の後に書いてもらっ

た感想（表 2）を利用した。ルーブリックとは、「成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれ

のレベルに対応するパフォーマンスの特徴を示した記述語（評価規準）からなる評価基準表」（24）を表す

が、10回目の授業では、評価基準を作成させて、相互評価させる実習を行った結果、スライドの特徴を 

深く考えており、様々な感想を書いていた。「イラストがないとシンプルになってしまうが年齢に合わ

せてイラストを使うと良いと思いました」「児童を対象としているのに解説や説明が長かったりしてい

るのもあった」「対象に合わせて漢字とひらがなを使い分けることや、使うイラストを選ぶことも重要

になってくる。」の記述から、受講生は、対象の年齢を意識しており、「教える」という行為の背景には

子どもの発達段階等が関係していることに気づいたと考えられる。スライドの内容に関して、「理解を

深めるために丁寧な解説は欠かせないと感じた。」「スライドのクイズにヒントを付けたり、正解の時に

解説が書いてあると分かりやすかったです」「問題の後の解説のないものだと生徒の学びにはならない

ので、少しでも解説はあったほうがいいなと感じた」と記述している。課題作成時には、特に、解説や

ヒントを付けることを言わなかったが、単にクイズを作成するのではなく、学習内容を理解させるため

に何が必要かを自ら考えており、学習者に深い学びをさせるためには工夫が必要であることに気づいた

と考える。フローチャート表示による分析でも述べたが、これらの記述からも、本指導は、子どもたち

に学習内容を理解させるために、どのように表現したら良いかと思考を深めさせ、教材作成のためにど

のような表現が適切かを考えさせる効果があったと考える。 

また、提示に関して、「適切な量のイラストがあると分かりやすく見やすかったです。対象によって解

説の量や文字の大きさ、ひらがな漢字の使い方などを工夫するといいと思いました。」「字の種類や文字

の大きさなどで見た目が変わってくるので難しいなと感じた。分かりやすいスライドの特徴として色使

いやイラストの大きさ、解説の簡潔さが評価基準になるなと実際のスライドを見て感じた。」などスラ

イド 1枚の文字の情報量に注目した記述もあった。岡部（2011）は、効果的なスライドに関して、「文字

は大きく打て、文字サイズは２～３種類に限定せよ」「１枚のスライドにおける情報の（文字や表）の過

多を避けよ」などスライドの文字の表現について報告している(25)が、受講生はこのことを記述している。

したがって、受講生は、効果的なスライドの条件に気づいたと考える。 

また、「アニメーションによって動きをつけこともよいが、多くアニメーションを使用してしまうと

逆に見づらくなってしまい伝えたい情報がわかりにくくなってしまう。」「アニメーションやイラストが

多すぎると騒がしいパワーポイントで見づらいと感じてしまう。」とアニメーションについて言及して

いる記述がある。つまり、受講生は、効果的なアニメーションの条件に気づいたと考える。 

ハイパーリンク型教材について、「ハイパーリンクの使い方を工夫するとクイズがもっと面白くなる

と思いました。」との記述があった。このことは、スライド間の関係を工夫することによって教材の内容

が充実することを気づいたと考える。つまり、「保健教育」に適した教材を考えるとき、背景には学習内

容の構造を意識する必要性を感じたと推測される。 

以上の結果を踏まえると、「保健教育」の授業での活用を意識して、ハイパーリンク型教材を作成させ

る指導は、発達段階に配慮や説明の仕方の工夫など教材作成のための知識・技能について意識を高めた

と考える。また、受講生は、学習者が利用する場面を想像し、様々な説明の仕方を思考、判断させ、適

切な表現を深く考えたことから、今後、子どもたち求められる課題を解決する「思考力・判断力・表現

力」を身に付けることが重視されることの理解を深めたと考える。 
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内容

●　教える対象向けにイラストや画像が挿入されているものがよかった。イラストなどが挿入されていると興味を引くことが
できるので必要だと感じた。また、理解を深めるために丁寧な解説は欠かせないと感じた。アニメーションによって動きをつ
けこともよいが、多くアニメーションを使用してしまうと逆に見づらくなってしまい伝えたい情報がわかりにくくなってしま
う。なので、伝えたい情報のみ動きをつけたり、文字を大きくしたり、色を付けたりするなどの工夫をしているスライドがわ
かりやすく表現されていると感じた。

●　スライドのクイズにヒントを付けたり、正解の時に解説が書いてあると分かりやすかったです。適切な量のイラストがあ
ると分かりやすく見やすかったです。対象によって解説の量や文字の大きさ、ひらがな漢字の使い方などを工夫するといいと
思いました。イラストがないとシンプルになってしまうが年齢に合わせてイラストを使うと良いと思いました。ハイパーリン
クの使い方を工夫するとクイズがもっと面白くなると思いました。

●　特に背景に色を付けている人のものが参考になりました。私は背景を白にしたので文字が黒のままでも見やすく作ること
ができましたが、背景に色がつくと文字の色も変えたほうが良い場合が多く難しいと思います。しかし、背景に色を付けるこ
とによってその画面の印象や雰囲気をガラッと変えることができるのだととても参考になりました。作成する画面の内容をよ
りわかりやすく伝えるためにも、内容にあったカラーを加えて工夫することが大事だと思います。ほかにも、字体をポップに
したり、明朝体にすることで見方がとても変わるので、小さい子にはポップを使ったり中学生には明朝体を使うなどして年代
に合わせて使っていました。

●　特に、４番目の人の表現は小学生にもわかりやすい言葉遣いや親しみの持てるイラストなどが用いられており、理解がし
やすい内容だったと思う。すべてのスライドを見てみて、伝えたい情報を1文にするのではなく、２～３択にクイズ形式にす
るとわかりやすいこと、解説をするにしても大切なところは色分けをしたり箇条書きにしたりして量が多すぎないようにして
いたことが特徴として挙げられると思う。また、文字や情報に関連するイラストをつけることで対象年齢が低くても理解しや
すく、楽しめるので、結果的に知識の効率的な増加を図ることができると考えた。これからのプレゼンテーションでは、対象
に合わせた適切な言葉遣いとイラスト・色などの視覚的工夫、興味が持て知識が増える内容にしていきたいと思う。

●　児童を対象としているのに解説や説明が長かったりしているのもあった。でも、いいなと思ったのは仕掛けはたくさん
あって楽しく学べそうな内容もあった。字の種類や文字の大きさなどで見た目が変わってくるので難しいなと感じた。分かり
やすいスライドの特徴として色使いやイラストの大きさ、解説の簡潔さが評価基準になるなと実際のスライドを見て感じた。
また、問題の後の解説のないものだと生徒の学びにはならないので、少しでも解説はあったほうがいいなと感じた。そして、
良くも悪くもないスライドには児童又は生徒の理解もそこまでだと思うので、やはり教師の工夫は大切だと感じた。例えば、
咳をしている男の子のイラストでもインターネットの中から少しでも一目で分かるイラストをチョイスすることも大切だと
知った。

●　アニメーションが多すぎたり、イラストが多すぎると騒がしいパワーポイントで見づらいと感じてしまう。イラストも同
じものを使いまわし？をしているものだと飽きてしまう。これが大切だ！ということが分かるように色を変えたり文字を大き
くするなどの工夫が必要だと思う。説明は簡潔にわかりやすいものが良いと思った。対象に合わせて作ることは見やすさに影
響してくると思う。対象に合わせて漢字とひらがなを使い分けることや、使うイラストを選ぶことも重要になってくる。ヒン
トを書くなどの工夫もできる。興味が持てるような、内容見たいと思うものを作ることが大切だと感じた。

表 2  ハイパーリンク型教材の相互評価後の感想（受講生の一部） 
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4-3 模擬授業（検討 3） 

検討 3では、看護教諭志望学生が、「保健教育」における授業を行うために必要な実践的な知識・技能

を意識させることを目標にする指導を実践した。その際、「まとめの学習」の機会とし、3日間で学んだ

教育の方法・技術を活用して、模擬授業を行う場面を設定することで、学んだ知識や技能をさらに促す

ように考えた。 

課題「発達段階に即した歯みがき指導」を与え、13回目で、授業を実施する基本となる学習指導案の

作成と，授業を改善するための授業研究について教授し，これから実際に授業を行うという心構えを持

たせた。さらに、授業を実施する能力（26）の項目や話法・板書などの基礎的な技術を確認後、残り時間

と 14回目を模擬授業の準備にあてた。そして、15回目に模擬授業を実施し、最後に、振り返りとして、

一人ずつ感想述べさせた。 

 行った模擬授業の実施計画は、以下の通りである。 

「発達段階に即した歯みがき指導」と題し、模擬授業を行う。その際 

①「子どもの発達特性を知ろう」（27）「学校歯科保健指導マニュアル」（28）を資料として、 

模擬授業を実践してみる。   

② ６名/グループをつくる。 

③ １年生から６年生までの分担を決める。 

④ ７分/名で、歯磨きの学習指導計画を作る。 

⑤ 各自の指導計画を学習指導案として記述する（提出）。教材（板書等）も作成する事。 

⑥ 学習指導案をもとに模擬授業を実施する。（学習指導案を班員分、印刷し渡す） 

⑦ 評価・改善シートを記入し，各担当に渡す。 

とした。 

  また、歯みがき指導におけるポイントとして、 

① 学校での歯みがきの学習は、「問題解決学習」です。 

② 児童のやる気を引き出せるように常に心がけ、たとえ１本の歯でもきれいにみがけたら、ほめるこ

とが大切です。できたという喜び、達成感が次の挑戦への意欲を生み出します。（外発的動機付け、内

発的動機付け） 

③ 個別に到達可能な目標を設定する必要もあります。例えば、歯肉の炎症が広範囲にわたっていても、

まず目に見える一カ所をきれいにみがきその部分の炎症が改善することを体験させてみることです。

その達成感は、児童にとって歯みがきへの自信を生み出し、他の炎症部分も改善しようとする意欲に

つながるものです。 

④自己肯定感、メタ認知、学習方法の獲得、発見学習などを示した。 

 模擬授業終了後、振り返りシートに、模擬授業の自己評価・改善（表 3）とまとめを自由記述させた。

２つの記述は重複する内容が多くみられたため、模擬授業の自己評価・改善（表 3）の記述内容を中心

に、本教材がどのようなことを気づかせたかを考察する。 

最初に、時間配分、授業の進め方、話法についての記述に注目した。「少し早く終わってしまった。時

間配分が難しいと思いました。」「二つ目は時間配分が難しいと思いました。あるだけの時間を十分に使

えたら、もっと生徒の学びを深められたのかなと気づきました。」と時間について述べている。これらの

記述から、本教材は、時間配分の難しさに気づかせたと考える。「教える」という行為を行う際、限られ

た時間内に「教える」ことが要求させる。本教材は、時間配分の大切さを気づかせており、時間内でど

のような教育方法・技術を取り扱うべきかの意識を高めたと考える。「もっと生徒たち同士で考える時

間を多くとり、コミュニケーションの向上を図ってもよかったと考える。」「実際に授業をやってみて思
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ったことは自分だけが説明しながら授業を進めてしまうと生徒たちもしっかり話を聞いているのかが

わからないし、授業内容を理解しているかもわからないので生徒の発言を取り入れることも大切だとい

うことに気づきました。」「質問を多くの生徒にすることで全員参加することが出来たと思います。」と

授業の進め方について述べている。この記述から、本教材は、授業の進め方の問題点を気づかせ、改善

点を提案させる効果が挙げられる。 

「話し方や言葉遣いにもっと気を付けることができたらよりよい授業になると思った。例えば、少し

伝わりにくいかもしれないなと考えた単語は生徒が意味を理解できるように適切な解説を付け加えた

ほうが良かった。」と話法について述べている。「教える」という行為は、すなわち、授業は、学習者が

ある（学習）目標を達成することを目的として教師がコミュニケ－ション過程を通して援助する機会で

ある。本教材は、コミュニケーションの過程が重要であることに気づかせ、改善の意識を高めたと考え

る。以上、本教材は、受講生に、「教える」という行為のために必要な項目である、時間配分、授業の進

め方、話法についてどうあるべきかを考えさせる効果があったと考える。 

 

 

  内容

●　歯ブラシのどこを使って前歯をみがくとよいのかをはっきりと伝えることができたと思います。また、小学校
２年生に向けた言葉づかいや画像を多く用いたスライドをうまく作ることができたと思います。
時間配分がうまくいかず最後に時間が余ってしまいましたが、その時間を復習の時間にして無駄な時間をつくらず
に対応できたのは柔軟な対応ができたと思います。しかし、いつもの癖で漢字を使ってしまったり、難しい表現を
使ってしまったりしたところがあったので対象年齢に合わせた表現についてより知りたいと考えました。

●　小学一年生ということで質問や実際に生徒に演じてもらったりすることにより、生徒の授業に対する興味を引
けたのはよかった。ただ、話し方や言葉遣いにもっと気を付けることができたらよりよい授業になると思った。例
えば、少し伝わりにくいかもしれないなと考えた単語は生徒が意味を理解できるように適切な解説を付け加えたほ
うが良かった。対象年齢に合わせ、解説の量や内容を変えていくべきだと考える。
話し合いの時間が短かった。もっと生徒たち同士で考える時間を多くとり、コミュニケーションの向上を図っても
よかったと考える。自分が思っていた時間配分に進んだのはよかったが、振り返りの時間を設けることが必要だと
考える。復習することによって、生徒たちの理解を深めていければより良い授業になると考えた

●　少し早く終わってしまった。時間配分が難しいと思いました。もっと児童同士が話し合う時間を作ると時間が
余らないで出来たのかなと思いました。　絵やイラストを多く使ったので小学二年生は飽きずに聞くことが出来る
授業になったと思います。また、質問を多くの生徒にすることで全員参加することが出来たと思います。　その場
ですぐに復習することで暗記することが出来たと思います。時間が余ったら少し簡単なクイズで復習する。

●　私は今回、自分で授業を計画し実施してみて感じたことが二つあります。一つ目は、授業を作成するにあたっ
て分かりやすい教材を作製することは難しいということです。教えたいテーマが決まっていたとしてもどのような
教材をつくったら伝わりやすいのか想像しないといけません。生徒の反応を想像しながら作ることは今までの人生
でやったことがないことなので、慣れませんでした。しかし、これからは相手・生徒の反応を予測してわかりやす
い教材を作れるように訓練をしていきたいです。二つ目は時間配分が難しいと思いました。あるだけの時間を十分
に使えたら、もっと生徒の学びを深められたのかなと気づきました。

●　高学年になったばかりの４年生を対象としたので、どのくらいの知識を持っているのか、どのレベルの言葉遣
いを用いたらよいのかを考えるのが難しかったが、その場で生徒に聞いたり、つぶやきに耳を傾けたりして臨機応
変に対応できたと思う。また、スライドにイラストや写真を使用したことにより理解が深まったというコメントも
あり、その点は対象に合った教材作成ができていたということで良かったと思う。
　改善点としては、時間配分がうまくできなかったのと、少し真面目すぎた点が挙げられる。もう少し笑い（笑
顔）のある授業にすることで児童に興味を持たせ、長期的な記憶の形成にも役立つと思うので、また模擬授業をや
る機会があればそこを改善していきたい。

●　小学三年生の授業を担当しましたが、最初のパワーポイント作りの所から小学三年生はどうしたら理解してく
れるのか、どうしたら生徒全員が授業に参加してくれるのかなど考えて作成することがより良い授業を作るのに必
要なことだなと思いました。実際に授業をやってみて思ったことは自分だけが説明しながら授業を進めてしまうと
生徒たちもしっかり話を聞いているのかがわからないし、授業内容を理解しているかもわからないので生徒の発言
を取り入れることも大切だということに気づきました。
また、かしこまった授業は生徒も先生もつまらないと思うので授業の目標を達成しつつ、楽しさも取り入れること
によって、生徒の印象に残る授業になるのではないかなと思いました。
授業の時間配分は難しく、自分が予定していた時間よりだいぶ早く終わってしまったりしたので時間配分もうまく
できるようにしたいと思いました。

表 3 振り返りシートの感想の一部（自己評価、改善点について） 
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次に、「歯みがき指導」で利用した教材に関係する記述に注

目した。「生徒の授業に対する興味を引けたのはよかった」

「歯ブラシのどこを使って前歯をみがくとよいのかをはっ

きりと伝えることができたと思います」と述べている。受講

生は、「歯磨き指導」のために、様々な工夫を行った。紙の教

具（写真 1）を使用した受講生は、提示用に使用、生徒役の

受講生に使用させるなどの工夫をしており、理解させるため

の方法をいろいろ考えたことが認められた。その他の受講生

も、今回の内容を理解させるために、パワーポイントによる

教材、紙で作成した教具などを使用したり、板書する場面も見られた。その中で、平成 30年度は受講生

が 12 名であったが、パワーポイントを利用して授業を行った受講生は、12 名で、そのうち 8 名が、7、

8 回で習得したハイパーリンク型教材を利用して授業を行っていた。その際、導入で用いる、まとめの

際に用いる場合など、内容を理解させるために、活用場面を考えた使用をしていた。技術として、ハイ

パーリンク型教材の作成方法を習得し、その教材を利用したことは、本科目を通じて身に付けたものを、

身に付けるだけでなく身に付けたものを使って何ができるかを思考した結果であると考えられる。また、

検討 2で作成したハイパーリンク型教材は、「保健教育」のための有効な教材になることが示唆された。

また、「対象年齢に合わせ、解説の量や内容を変えていくべきだと考える」「小学三年生はどうしたら理

解してくれるのか、どうしたら生徒全員が授業に参加してくれるのかなど考えて作成することがより良

い授業を作るのに必要なことだなと思いました。」と述べている。本教材によって、内容を理解させるた

めには、教育の方法を発達段階によって変えなければならないことを気づいたと考える。そして、「授業

を作成するにあたって分かりやすい教材を作製することは難しいということです。教えたいテーマが決

まっていたとしてもどのような教材をつくったら伝わりやすいのか想像しないといけません」と述べて

いる。教材を作成する際は、対象とする学習者を想像して、学習者にとって適切な作成する必要性を意

識したと考える。以上の記述結果を踏まえると、本教材が、「保健教育」の授業に必要な実践的な知識・

技能を意識させるために適切していたと考える。 

 模擬授業で行った振り返りシートの「まとめ」の欄に受講生は、「この授業を通して、教えることの難

しさを学んだ。たくさんのことを考えて授業を作っていかないと生徒は真剣に取り組んでくれない。自

分が今まで学校で学んできて、興味のない授業や楽しくない授業っていうのは、十分わかっているから、

そんな授業は絶対にしたくないと思う。生徒が反応してくれるように問いかけの工夫も必要だと思う。

生徒が見るものは記憶に残りやすいし、少しでも工夫するとインパクトが大きいと思う。だから、パワ

ーポイントのデザインも重要になる。ハイパーリンクとか今まで知らなかったことも学べたし、チャン

クを考えることはこれから気にして作っていこうと思った。様々な教育方法も学んだから、活用してい

きたいと思う。」「生徒の発達段階に合わせた授業をすることが大切だということが分かりました。また、

教材を作っている際に自分の目線ではなく生徒たちの目線になって「どうしたら集中して授業に取り組

んでくれるか」「どうしたら理解してくれるか」など考えることによって生徒たちにとってわかりやす

く、見やすい教材ができるのではないかなと思いました。また生徒たちの発言を取り入れることによっ

て、生徒がどのくらい理解しているのかが分かるし、生徒側も聞くだけではなく発言することによって

より授業の理解度が深まるのではないかと思いました。実際に授業をやることによって新たに気付いた

場面がたくさんあったので今後またこのような機会があったら改善してより良い授業が作れるように

なりたいです。」と記述していた。この２人の記述に代表されるように、本科目を通じて教授した「記憶」

「教材」「授業形式」等、学んだ教育の方法・技術に関する知識・技能に関する記述している。特に、「発

写真 1 教具 
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達段階」を意識しており、子どもの発達段階に配慮が必要であることを深く考えさせることができたと

考える。 

 その他に、まとめの記述の中に評価に関して、「評価をすることによって改善し、より良い授業をする

ことができるので、自分の授業を自ら評価するのはもちろん、ほかの人からの第三者の評価を尊重して

教師として成長していくことが必要だと思いました。」と述べている。指導において、「評価・改善シー

トを記入し，各担当に渡す。」ことを行った。この方法によって、学習指導の在り方を見直すことができ

たと考えられる。評価する立場の経験の少ない受講者にとって、自身の学習指導の振り返りをさせる方

法として有効であったと考える。 

 

5. おわりに 

本指導の結果、「熱中症の説明」「感染症の対処法」などの身近に感じる課題について「学習構造チャ

ートによる発表」や「ハイパーリンク型教材作成」等の実習で行ったような指導教材を効果的に活用す

る指導を行えば、受講生に、主体的な学びが実現し、「教える」という行為に必要な知識・技能の理解を

深めさせると、共に、学習内容の構造理解や子どもの発達段階を意識させることができることが明らか

なった。その際、使用する指導教材は、養護教諭の職務を想像させ、役立つと感じる教材であることが

求められる。特に、対象が看護教諭志望学生であることを意識した模擬授業において、実践的指導に必

要な知識・技能について気づいたのは、「保健教育」に役立つと感じる課題であったからだと考えるから

である。そして、課題実習を通じて教育の方法・技術の習得を目指す指導は、子どもたちに学習内容を

理解させるために、どのように表現したら良いかを深く考えさせたことから、思考、判断、表現させる

能力の育成に効果があったと考える。 

今後の課題として、相互評価をすることで議論は深まると考えられるので、時間の都合でできなかっ

た実践においても相互評価を行い、評価の差異を追求することが求められる。また、学習者の理解を深

めるために、台詞にメッセージを書かせる方法をハイパーリンク型教材のスライドの一部に取り入れた

が、受講生の感想からはその有効性を確認できなかった。今後、別の教材に利用するなど別の方法でそ

の有効性を追求したい。 

また、小学校では「プログラミング教育」を必修化し 2020年度に開始するが、そこで求められている

一つが、「「プログラミング的思考」を育むこと」(29)である。ハイパーリンク型教材は、受講生に様々な

処理や分岐を考えさせたことから、児童・生徒にも作成させれば、「プログラミング的思考」を育む教材

になることが期待できる。 

今後、情報機器は進化し、また、学習環境や学習形態も変化していくであろう。その際でも対応でき

る、教育の方法、情報機器及び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を身に付けることができる教材

が必要である。是非とも、その教材とそれを用いた活用方法を検討していきたい。 
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〈実践報告〉 

 

公衆衛生看護活動論Ⅰ（学校保健）「いのちをテーマにした授業」の学習効果 

            −いのち観とレジリエンスの育成に向けて–  

 

小松 良子 看護学部・非常勤講師 

 

１ はじめに 

 看護学部の学生は、基礎看護教育において病院や訪問介護ステーション、保健所、学校等で臨地実習

を行い、学生の看護観を築いていく。そして近い将来、人のいのちに最も近い立場で職に就くことなる。

学生が自分なりの「看護観」の基礎となる「いのち観」をもって対象者の前に立つことが重要である。 

 学生は、実習現場で対象者とのコミュニケーションや看護技術の実施における困難や実習現場の指導

者への報告などの精神的な緊張が大きいと思われる。このような精神的緊張や困難さをかかえながらも、

実習仲間や指導者・教員の指導支援を受けつつ対処している。時には対象者から受ける支援もあるだろ

う。しかし巡回指導に限りがあり、学生の精神的支援が十分に行われないこともある。過密な実習スケ

ジュールの中で学生同士の支え合いも難しい。 

 一方、緊張や困難に対処する過程では、学生自身が困難に向き合い、適応し、克服して前向きに生き

ようとする内面的な力をもつことが重要である。このような力を表す概念としてレジリエンスがある。 

 レジリエンスの概念は、研究者によって様々である。レジリエンスとは、小塩ら (1)は 「困難で驚異

的な状況にかかわらず、うまく適応する過程、能力、結果」と定義している。困難を乗り越えて適応し

ていける力とその過程を表わす概念としてとらえられていて、「精神的回復力」とも言われている。 

Bernard（2）による考え方は、レジリエンスは民族、文化、ジェンダー、地域、時代に関係なく発現す

るものであることを指摘し、レジリエンスを環境的な要素を含まない個人的な力であり、レジリエンス

を構成する要素として、社会的能力、問題解決力、自立性・自主性、目的意識、の４つのカテゴリーに

整理して提案している。すなわち環境的な資源は、レジリエンスの内容そのものでなく、レジリエンス

を高める要因として位置付けられている。一方、平野（3）は、レジリエンスに関わる個人の資質や能力に

ついて、ソーシャルスキル、コンピテンス、自己統制、チャレンジ、好ましい気質、肯定的な未来志向、

その他の７つの要因にまとめている。小塩ら(1)は、多様な物事に興味・関心があり新たな活動を行う傾

向を示す「新奇性追求」、自分の感情を維持・統制できる傾向を示す「感情調整」、将来への夢や目標を

持つ傾向を示す「肯定的未来志向」の３つの下位概念からなる尺度を作成している。片岡（4）は、レジリ

エンスの内容として個人的な能力と環境的な要素も含んで捉えるものと大きく二つの考え方があると

述べ、レジリエンスは、家庭や学校、地域といった教育や環境的なサポートが提供されることを通して

発達されるとしている。 

そこで本報告において、レジリエンスは、個人の様々な資質や能力から成り立っており、教育や環境

的な支援によって高めることが可能なものであるとした。レジリエンスの個人的な能力としては、自尊

感情、自己決定や自己主張、感情調整、目的志向や好奇心を含む肯定的未来志向とし、環境的な要素と

しては、相談する人や指導・助言・受容してくれる人などの関係性の中にいる自己の認識とした。 

 福重ら（５）は、看護学生のレジリエンスを高める教育的支援について、自尊感情と自己効力感の影響

要因として明らかにしている。さらに看護学生がネガティブイベントに遭遇した際に、相談やアドバイ

ス、友人との励まし助け合いながら、逃げずに問題と向き合い内省と努力などの方法により、問題解決

に向けて積極的に行動していたことを示している。 
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このことから学生が自分に向き合い苦しさや辛さを他者に伝えること、そして他者の苦しみや辛さに向

き合い受け止めることのできる人間関係が重要であると考える。 

 また小松（６）は、「誕生から死までの人の命を深く考える学習」は、自尊感情を高めることを明らかに

している。さらに「人のいのちの誕生や死を考える体験」は、困難を克服しようとする意識と関係があ

ることも指摘している。「いのち」に対する自分なりの考えをもつことがレジリエンスの育成に貢献す

るとしている。 

 そこで本報告では、看護学生にレジリエンスを育むために、教育的支援として「いのちをテーマにし

た学校保健」を実施することにより「いのち観」をはぐくむことをねらいにした。さらに学習過程には、

レジリエンスを高めるための教育支援として、自分や仲間に向き合い、自分や仲間を受け止める力をつ

けることをねらいにして、グループワークや話し合い活動、体と心にアプローチする演習を多く取り入

れて支え合う環境づくりを行なった。 

 

２ 言語の定義 

 レジリエンス 困難や苦しみにうまく適応する能力と過程 

 

 いのち すべてのものに内在していて、永々と在り続けようとする生命力であり、 

人としての在り方や生きる姿勢につながる人格的な生命力     

 

３ 目的 

  いのちをテーマにした学校保健の授業により、いのち観とレジリエンスの育成のため 

の学習効果を探求する。 

 

４ 実践研究の方法 

  (1)対象者 

   学校保健を受講した第３学年学生 52名のうち、15回全て受講し、かつ６回と 15回の小論文を提

出した者 44 名を対象とした。 

 

  (2)分析の方法 

６回目の授業終了後と 14回目の授業終了後の小論文の記述を検討する。 

   検討の視点 

   ①小レポート「いのちとは何か」の記述から、いのち観をつかむ。 

   ②演習「がん教育」に関する指導案・教材作成と模擬授業の内容を検討 

③小論文「学校保健における公衆衛生看護活動とは何か」の記述から以下の４つの視点で分類し、 

「いのち観」と「レジリエンスの要素のうち未来志向」をつかむ。 

    視点１「学生の中核的な考え」 

視点２「いのちや生き方に関する考え」 

視点３「養護教諭に関する考え」 

視点４「自分の未来に対する考え」 
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(3)倫理的配慮 

   学生へは、講義開始前に研究の概要を口頭で説明し協力を依頼した。得られたデータは個人が特

定されないように加工し、データの秘密性を保持し厳重に保管することを説明した。 

 

５ 授業の流れと内容 

回 授業内容 授業形態 

1 

本科目の流れ  本単元の到達目標  評価規準  評価資料   

学校保健の概要  

1 学校とは何か イメージマップを作る。 

対象 関係者 関係機関 組織 目的 学校種類 教育活動  

2 学校保健の目標 法的根拠 学校保健に関わる人  

3 学校保健の内容 自分の経験から学校保健活動を思い出して書く。 

4 本科目の重点活動 保健教育―授業づくりと実践 相互評価 

 

 

グループ  

 

 

                                      

個別                                                                                                                                                                                                               

2 
5 学校保健の担当者 学校保健の組織 

6 養護教諭の役割 求められる資質・能力 保健室経営案 
個別 

3 

7 学校保健計画 作成の手順 ヘルスプロモーション 

8 学校安全計画 目的 内容 危機意識の高揚 セーフティプロモーショ

ン 

9 学校管理下の事故事例を通して対応策を考える。 

10 グループメンバー編成 ４〜１４回はこのグループで着席する。 

グループ 

個別 

 

グループ                                                           

4 

11 保健教育の場面 

12 保健学習と保健指導の違い 

13 保健教育の効果的な進め方 

14 保健指導の展開例                                                                                                                                                      

生活科＋保健指導  

保健室における指導（個別 集団） 

年間を通しての指導 

歯磨き指導計画＋保健だより 

15 指導案の形式説明 

個別                         

 

5 

16 保健学習の展開例  

  ６学年の指導計画例 単元「病気の予防」  

  １時間の指導案 テーマ「適度な運動の大切さ」 

                             保健学習の展開例 B 

17 ３年 保健学習「毎日の生活と健康」＋総合的な学習の時間 

「体たんけん隊」＋図工「わたしの体」 

個別 

6 

18 「いのちの学習」が子どもを変える。  

  1998年 上小岩小と都研の実践研究から 

2000〜2006 年 篠崎第三小の実践から 

19 ストレスマネジメント「身体の緊張とリラックス体験」 

20「いのちとは」自分なりの定義を考える。 

個別 

 

 

演習 

個別 



56 

 

7 
21 授業「苦しみ抱えて生きる」「苦しみを抱える人を支える」 

22 受講後の感想 協議 シェアリング 

演習 

個別とグル

ープ 

8 

23 保健指導か保健学習の授業づくり  

  対象 中学生または小学校高学年 

指導案と教材作成 指導細案（教師の発問 子供の反応）模擬授業 

24 「がん教育」の定義 背景 目標 現状 

25 「がん教育」の内容  

 がんとは？ がんの種類とその経過 我が国のがんの状況 

 がんの予防 がんの早期発見・がん検診 がんの治療法 

がん治療における緩和ケア がん患者の生活の質  

がん患者の理解と共生 

26 グループごとにがん教育の具体的な内容を選定 

27 ブロッキングして話を聴く演習 

個別 

 

 

個別 

個別 

 

 

 

 

グループ 

演習 

9 28 指導案作成 グループ  

10 29指導案・教材作成           グループ 

11 30指導案・教材作成 16:00〜中間報告 授業発表順を指示する。 グループ 

12 31グループ活動 相互評価の観点を説明 全体に授業発表と相互評価  
グループ 

個別 

13 32授業発表と相互評価  
グループ 

個別 

14 33まとめ 講評 最終レポートの説明 学生へのメッセージ  個別 

15 34最終レポート 個別 
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６ 結果 

（1）第６回授業終了後の学生のいのち観 

   「あなたにとっていのちとはなんですか。」と質問し、自由に記述させた。 

複数回答あり。記述にあるキーワードを分類した。 

 

 分類１ 分類２ 記述例（抽出） 

1 尊い（68） 尊い（19） 

大切（17）  

限りある（12）  

時間（8） 

価値あるもの（5）  

誰も傷つけることが

できない（3） 

大きくて強いもの（2） 

自分が心を寄せるも

の（1） 

命を見ることができ

る⑴ 

◯いのちとは呼吸していること、生きていることであ

るが、時間にとらわれず今現在の生命徴候だけでな

く先人が残したもの。記憶もまたいのちである。そ

れぞれ個として活動しているもので協力や共有、関

わりを必要としている。誰一人どんなものでも奪っ

たり傷つけたりしてはいけない尊いもの 

◯自分が生きていくための時間 

やりたいことができる期限  

◯その人でしか生きることができない時間 自分次

第で良くも悪くも輝ける 

2 生命体(11) 生命体(7)  

生命力(4)  

◯自分の存在を表すもの 愛情と愛情から生まれた

一つの幸せ 生命力 困難を乗り越えてきたたっ

た一つのもの 

◯人間の生命活動を司る心臓といった臓器のみを指

すものではなく、人生や行動も含む包括的な概念 

◯いのちとは父と母からの最初のプレゼントであり、

目で見ることはできないとても小さなはかないも

のであるけれど、命は命を見ることができるし。命

は大きくて強い力をもっている。いのちは生きてい

ることであり、いのちが終わったら（死）なくなっ

てしまう。しかし命は誰かの命の中に生き続ける。 
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3 存在(44) 平等(9)   

生き方(7) 

人生(6)      

感情・愛情・記憶(6) 

個性(3) 

神から与えられた使

命(3) 

死んでも人の想いの

中に生きる(2) 

あたたかい幸せ(2) 

精一杯生きる(2) 

チャレンジと困難克

服(2) 

苦しさや楽しさを与

えるもの(1) 

自分の存在(1) 

◯命があるものの形や大きさ、生き方が違っていたと

しても、平等な尊さをもっており、かけがえのない

もの 

◯命は人生の中でチャレンジしたり、様々な困難を経

験したりすることで生きる苦しさや楽しさを与え

てくれるもの 

◯神様から与えられた使命 周りの人から支えられ

て生かされている 一人では生きられない 

◯人と人との関係をつなぐもの 人は一人では生き

られない、誰かに支えられて生きていることを忘れ

てはならない。自分は自分、相手は相手の築き上げ

たいのちを精一杯燃やしながら生きている。そのた

めのいのちを考えると誰にでも優しくなれると感

じた。 

◯とても価値のあるもので、他のものでは変えられな

いもの。命とは生きている時間である。神様から与

えられたもの 

◯いのちは生きていくために必要であり、今まで生き

てきた人生そのものも命に含まれる。全員に与えら

れる平等なもの。 

◯一生かかってもはっきり答えることができないと

思う。 

4 共に生きる(31)   つながり(9)  

与え与えられる(9) 

共に生きる(7)  

支えられて生きる(6) 

◯一つの生物に一つしか与えられない。両親からの最

大の贈り物。早かれ遅かれそれぞれ差があるけれど

も、終わりの期限があるもの。 

◯いのちとは個人だけでなく、周囲の人の支えがあっ

て成り立つもの。かけがえのないもの。 

◯その人自身のことだと考える。それはその人の感情

や性格、考え方など今までのその人の人生経験から

装飾されるもので、一人一人で形が違うと考える。

またそれはその人のみで形成されるのではなく、周

りとのつながりの中で育まれるものだと考える。 

◯周りの人や物とともに生きていることを感じるこ

と。親から子へ代々続いてつながっているもの 
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（2）がん教育に関する指導案作成と模擬授業 

G テーマ ねらい 主体的な学びを促す工夫 

1 がんとは がんについての知識を深め、周りの人に説

明できる。 

掲示物 体のイラストに癌の

絵を児童が貼る活動 

2 がんの種類とその

経過 

がんの種類を知り、がんは全ての臓器に発

生する可能性があること、ステージによっ

て治療法や生存率が異なることがわかる。 

ワークシート 

話し合い活動 

掲示物 

3 我が国のがんの状

況 

日本のがんの状況を話せるようになる。 掲示物（クイズ形式） 

ワークシート 

4 がんの予防 がんの予防法を学び、家族と共有できる。 掲示物 がんの起因となる絵

を示し児童が貼る活動 

タバコによるがんへの影響を知り、自ら予

防することができる。 

掲示物 

5 がんの早期発見・

がん検診 

がんの恐ろしさを理解し、早期発見の重要

性、検査の流れや種類を知る。 

掲示物 

がん検診の受診率が低い理由

を話し合う活動 

 

6 がんの治療法 がんの治療法を理解し、がんに興味をもつ。

がんは絶対治らない病気ではないことを知

る。 

クイズカード 

掲示物（治療法） 

7 がん治療における

緩和ケア 

がん治療の辛さを理解する。 ワークシート 

パワーポイント（がんにかか

った子の事例から） 

話し合い活動 

8 がん患者の生活の

質 

QOLの概念を理解する。 

がん患者の生活の質について考える。 

自分自身の生活の質や幸せについて考える

ことを通して、自分自身のいのちと向き合

うことができる。 

掲示物（QOLとは、生活の質が

下がる、上がる） 

ワークシート（僕の私の生活

の質） 

9 がん患者への理解

と共生 

がん患者の不安を理解し、支え合いができ

る人になる。 

事例（がんにかかった女性の

話） 

話し合い活動 

ワークシート 
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（3）14 回授業終了後の学生の小論文  

「学校保健における公衆衛生看護活動と何ですか。考えを述べなさい。」として書かせ、 

課題に対して各学生の中核的な考えと思われる記述を内容により分類した。 

 

 分類１ 記述例（抽出） 

1 人と人とをつな

ぐ中核 (20) 

○学校に絶対なくてはならない心臓のような機能をもっている。 

○学校全体でいのちを守る活動である。 

○健康管理、保健指導、学校内での橋渡し、地域との連携など様々な業務の中

で人対人を意識することを心がけて活動すべきである。 

○健康を守るだけでなく人と人とをつなげる大切な役割がある。 

○養護教諭は学校全体の健康の担い手である。 

○児童・生徒・学生が健康に学校生活を送るために、養護教諭や担任、専科の

先生、たくさんの方々が協力して様々な取り組みを行うことだ。 

○養護教諭が学校、生徒、保護者など関わるものを包括的に考えて、全ての人

が居やすく生活しやすい環境作りをすることである。 

○心身の成長発達段階に関わり、生徒のみならず教員など全ての人が人間らし

く生きていくことを手助けする存在であり、寄り添うことである。このよう

に考えるには二つの学びが深く関わっている。一つ目は環境衛生や怪我の処

置など外面的な活動、二つ目はデリケートな家庭問題など内面的な活動であ

る。 

○生徒が主体的に健康について考えられるような保健指導を行うことが、生徒

のこれからの生活や家族にとって良い影響を与えることにつながる。 

○学校全体でいのちを守る活動と考える。そのためには、養護教諭と教師が協

力することが重要である。そのためには「いのち」について興味を持っても

らうことが重要である。興味を持てもらうように働きかけることが看護職の

重要な働きである。 

 

2 人生の土台とな

る生きる力をは

ぐ く む 教 育 

(15) 

○学校に通う児童・生徒・学生の健康の維持と自ら健康を維持するための支援

と考えた。生徒が自分自身の大切さを考える機会を与え、自身で保健行動が

とれるよう家庭と協力して支援するものである。 

○児童・生徒の成長発達の基盤となる。児童・生徒が家庭では学ぶことのでき

ない人との関わりを通して人間形成が行われるものだ。学校における公衆衛

生看護活動により、児童生徒が自分自身への興味・関心、また他者への理解

や共感など身体的にも精神的にも発達できる。 

○児童・生徒の健康を保持するだけでなく、自分で自分の体の健康を守って行

くための力を養う活動である。 

○生きていく上で必要な自己の健康を守る能力を身につける基盤となる重要

な活動。小学生の時から正しい知識を身に付けることで、病気で苦しむ人や

がんによって亡くなる人が減少し、全ての人が健康な生活ができる社会につ

ながる。 
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○子供が自分の体に関心がもてるように、楽しく記憶に残るような授業をする

ことである。 

○児童・生徒の心身の健康に関する人間形成である。児童・生徒が「健康とは

何か」「自分の健康について考える」ことが目標である。 

○児童・生徒のとってどの授業よりも印象に残ると思う。普段の授業と違い特

別なものであるから、興味を引かれる。日々変化する時代に合った学びがで

きるように、教師も教えるだけでなく学び続ける必要がある。 

 

3 大切ないのち

(存在）と向き合

い寄り添い、人

間らしく豊かな

人生へと導く。

(7) 

○子供自身が自分や他者の生活やいのちと向き合いながら、楽しく豊かな人生

が送れるように生きる力を育てること。学校における公衆衛生看護活動は、

子供をより豊かな人生への導く重要な役割を担っている。 

○子供自身が生活やいのちに向き合うためにはどうすればよいか。まず子供一

人一人が抱える様々な健康問題を念頭におきながら子供の小さな表情や発

言から変化に気づく観察力を身につけることである。口に出さなくても子供

の思いに気づけるようになることは学校保健の基本である。子供の思いに心

を済まして受け取り支えとなる存在であることが大切である。子供に寄り添

い導く姿勢を大切に、子供の将来を支える役割がある。 

○養護教諭が子供の不安や悩みに向き合いながら接し、子供自身が抱えている

苦しみや不安などから逃げずに向かっていけるよう後押ししてあげること 

○ひとりの大切ないのち・存在と向き合い、体も心も健康でいるための活動 

○子供の健康を守ること。学校は子供が安全に生活するための場所、子供だけ

でなく先生や子供に関わる人の健康を守らなければならない。子供が安全に

生活できるように悩みを聴いてあげることが大切である。 

○いのちの授業を通して、今までの成長過程や今後の人生について考える機会

を作る。 

 

 

  



62 

 

（4）小論文で、「いのち」や「生き方」に関する記述を内容により分類した。 

 分類１ 記述例（抽出） 

1 「いのち」の授

業の意義 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いのちの授業では、子供のうちから生や死について考えることで自分への興

味・関心を高めることや、高齢者などへの関わり方も学んでもらうことがで

きると感じた。自分や他者の大切さに気づいたり、いのちについて自分なり

の考えをもったりすることができるのではないかと考える。 

○人は一人では生きていくことができず、誰かと共存しながら過ごさなければ

ならない。うまく共存していくためには、相手の価値ある大切ないのちと向

き合い、その人の存在を認め合うことが重要である。発達の著しい児童・生

徒は、それぞれ異なった個性をお互いが認め合うことで豊かな生活を送るこ

とができ、健康でいることができる。 

○いのちの授業についてとてもナイーブなテーマであるが、「いのち」とはど

の世代でも考えていくべきことなので、児童期から「いのちについて」「生

きること」「人生の大切さ」について児童なりに考えを蓄えていくことが重

要である。 

○模擬授業でがん患者の QOLについて深く考えることが多くあった。いのちと

QOLを同時に考えると様々な問題が出てきた。末期がんの患者が死を目前に

しても QOLが高いことがあるのか、これを児童に伝えようとしたが考えがま

とまらなかった。いのちの尊さと QOLを合わせて考えることは、教育する立

場の私たちにとって一生悩み続けなければならないことである。そして必ず

伝えるべきことは、人それぞれであり、価値観は人に左右されてはならない

ことである。 

 

2 「いのちとは何

か」を考えるこ

との学び 

(4) 

○「いのち」とは一人一人違い、自身の経験や人とのつながりを通して育まれ

るものである。「いのち」について考えることにより、今まで習ってきた「看

護」とは何のためのものだっただろうと考えさせられた。このように「いの

ち」について考えることは、今までの人生を振り返ることができる。 

○自殺やいじめ等の重要な問題に対しても、子供が生まれることや死について

考えたり、「いのちとは何か」を考えたりすることで、自分が価値ある人間

であることや、人の気持ちに寄り添うことを学び、楽しく生きることへ導く

ことが必要である。 

○「いのち」の大切さや定義を自分で学ぶことで、将来看護師や養護教諭とし

て働いていく中で、困難にある子や不安をもっている子に対して良いアドバ

イスができるのではないかと考えた。 

○相手の存在を大切にする前に、自分の存在を認め、「いのち」とは何かをゆ

っくりと考えることが重要である。 

 徐々に体に力を入れていき、その後緊張を解くという体験は、自分自身の存

在を見つめ、私は大切な存在なのだと気付かせてくれた。 
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（5）小論文で、「養護教諭の職務」に関する記述を内容により分類した。 

分類１ 記述例（抽出） 

養護教諭と看護師  

(17) 

○養護教諭は看護職であり教育者でもある。様々な情報を得ることができ個別

性のある対応につながる。理解してくれる人の存在は大きいものであり、そ

れは信頼に変わる。 

○本講義を受講して、これらの活動には養護教諭の柔軟で様々な視点から学校

や児童生徒を観察する視野の広さ、より良い生活を送って健康に成長してほ

しいという思いがあってこそ成り立つものであると感じた。 

○緊急性のある怪我や事故への対応について考えたときに処置しか考えられ

なかったが、看護とつながることで児童や保護者への心理的なケアが大切で

あると考えた。 

○養護教諭は病院で働く看護師と同じで、まず生徒に寄り添うことである。子

供や大人の生の声を聴いて解決できるように寄り添い、信頼関係を構築する

ことが大事である。信頼関係を構築するという面では、自分の活動を知って

もらうことが大事である。 

○児童・生徒の心身の健やかな成長・発達を守り支える役割を果たすために

様々な活動を行うが、その根底には「いのちの大切さ」を伝え、生きる力を

育むという使命があるのではないか。 

 

（6）小論文で、「自分の未来」に関する記述を内容により分類した。 

 分類１ 記述例（抽出） 

１ 養護教諭を目

指す   (3) 

 

○将来、足を運びやすい保健室を作り、相談しやすい関係を築く。簡単なこと

ではないけれども、立派な養護教諭になって児童生徒が楽しい学校生活がお

くることができるように、先生や家族と協力して精一杯サポートできる養護

教諭になりたい。 

○講義を受けて養護教諭を目指す気持ちが一層強まった。概要で一貫している

テーマが「いのち」であることを知り、学校保健を教えていく立場の私たち

は責任を持ち、児童が興味・関心を持ち印象に残る授業をすることが大切と

考えた。 

 

2 保健師を目指

す（2） 

○将来産業保健師になりたい。学校保健とは対象が違うが、「影で支えていく」

という点は似ている。私がお世話になった養護教諭の先生のように健康面だ

けでなく、どんな小さなことも話せるようない一番身近な産業保健師になり

たい。 

○保健師課程を受講していること。養護教諭と関連づけた時に重要になる。も

し保健師になることがあれば、地域だけでなく学校にも視点を合わせて関わ

っていきたい。 
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3 学びを活かし

て （5） 

○「いのち」の授業に限らず、学校保健は考える時間を作り、その考えからわ

かったことを大切にして、価値ある人生を送れることを理解できるように、

教育者として様々な人に関わっていきたい。 

○養護教諭の役割からいのちの大切さ、理解しもらうための授業まで幅広く学

んだが、これは全て自分自身、相手と向き合い、大切に扱うことができるか

に大きく関わっている。 

 今見えるものだけを見るのでなく、目に見えない内面を見ることが、かけが

えのない大切な存在だと認識し、自分に取っても相手にとっても切り離せな

いものになるのだと思った。 

○この５日間一つ一つのテーマについて考えさせられ、深く考えれば考えるほ

ど、言葉の重みがあるのだと思った。これからの養護実習ではこの学びを生

かして行っていきたい。 

 

 

７ 考察 

（1）学生の「いのち観」について 

  第６回では、筆者が公立小学校で実践してきた事例「いのちの学習が子供を変える」提示し、第１

〜５回の講義内容が地域と学校と家庭が連携して、１から６年の発達段階に即した内容で展開してき

たことを具体的に説明した。 

さらにストレスマネジメントの技法を使い、自分の体と心に正対する実習を行った。 

次に自分の頭を真っ白にして相手の話すことを受け止めて聴く実習も行なった。 

これらの活動後に「あなたにとっていのちとは何ですか」と問い、記述させた。 

 当初かなり戸惑っていた様子だったが、事前の活動の効果もあり、自分なりの思いを書いていた。

「尊い」に分類される記述が最も多く、その内容は「尊い」「大切」「限りある」「時間」の順に多く記

述していた。ここで「なぜいのちは尊いのか」と問うことで、自己の存在感や関係性の中の自己につ

いて自分なりの考えをもつと思われる。 

次に「存在」に関する記述が多かった。その内容は「平等」「一方」「人生」「感情・愛情・記憶」の順

で多くの記述があった。 

例えば「いのちとは呼吸していること、生きていることであるが、時間にとらわれず今現在の生命

徴候だけでなく先人が残したもの。記憶もまたいのちである。それぞれ個として活動しているもので

協力や共有、関わりを必要としている。誰一人どんなものでも奪ったり傷つけたりしてはいけない尊

いもの」という記述のように、考えを深めるにつれて、「生命体」から「人と人とのつながり」や個人

の活動や記憶」「支え合い共に生きる」に広がっていった。 

 小論文では、「いのちの大切さや定義を自分で学ぶことで、将来看護師や養護教諭として働いてい

く中で、困難にある子や不安をもっている子に対して良いアドバイスができるのではないか」などと、

未来への志向を記述していた。「一生かかってもはっきり答えることができないと思う。」との記述も

あったが、それぞれの「いのちの在りよう」を一生追求し考え続けようと気付いたことに重要な意味

がある。 

難しい問いであったが、次のがんに関する授業づくりにつなげることができた。 
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（2）「がん教育」の授業づくりの演習について 

 グループでテーマを選び、まずは指導案の作成に取り組んだ。指導案を前にして、学習のねらいを

決めなければならないが、例年以上にどのグループも熱心に話し合いを行なっていた。今までの学習

で同じグループでの話し合い活動を多く取り入れたことと、相手を受け入れて聴く演習を行ったこと

が効果的だったと思われる。難しいテーマであったので、自分の考えを発表するにもストレスが感じ

られることと思う。しかし事前に自分を表出し受け止めてもらう関係ができていたので、話し合いを

活発に行うことができたと思われる。毎時間の小レポートには、一人で考えるのではなく、みんなで

考えると新たな考えが浮かんできて楽しかったとの記述が多く見られた。 

 限られた時間の中であったが、児童の主体的な活動を促すために教材や学習形態の工夫、学習のね

らいに児童の行動を表現したことなどに前時までの学びの成果が現れていた。中には「がん患者を支

える人になろう」というねらいを立てたグループもあった。また、「いのちと QOL を同時に考えると

様々な問題が出て来た。がん患者が死を目前にしても QOLが高いことがあるのか、これを児童に伝え

ようとしても考えがまとまらなかった。いのちの尊さと QOLを合わせて考えることは、教育する立場

の私たちにとって一生悩み続けなければならないことである。」のように、がん患者の QOL について

深く考える姿が見られた。 

 指導案作成は難しい作業である。このような困難な課題に取り組む前に、グループ活動を充実させ

て、肯定的な受け止めをされる体験を多くすることにより、レジリエンスの要素のうちの「自尊感情」

「感情調整」「肯定的未来志向」が満たされることに貢献したと考えられる。 

 

（3）小論文の記述について 

①学校保健の概念の変化 

  学校保健を救急処置や保健室に来た児童・生徒の対応と思っていた学生も多いことだろう。例えば

「養護教諭とは、緊急性のある怪我や事故への対応や処置しか考えられなかったが、看護とつながる

ことで児童や保護者の心理的な部分のケアが大切であると考えた。」との考えからさらに「一番印象

に残ったいのちの授業について、とてもナイーブなテーマであるが、いのちというものはどの世代で

も考えて行くべきことなので、児童の時期からいのちについて考えることで生きるということ人生の

大切さについて児童なりの考えが蓄えられ、とても重要な授業であると感じた。」との記述に見られ

た。本科目の履修により、成長発達段階にある児童・生徒・学生を対象に人間らしく豊かな人生への

導くために、守り、寄り添い、支え、生きる力を育む教育を行うことであると大きく変化している。

学習過程において学校保健の活動内容を学ぶだけでなく、学校保健活動の対象について深く考え、学

校保健に係る人々の間で中核的な推進者である養護教諭の活動する姿勢について深く考えたと思わ

れる。様々な事例を通して、人と人とが支え合い生きること、人と人とが正対して向き合うこと大切

さに気づいていた。 

  具体的には「子供に寄り添い導く姿勢を大切に、子供の将来を支える役割がある」「児童・生徒自身

が「健康とは何か」考えることが目標であり、心身の健康に関する人間形成である」「人は一人では生

きていけない。うまく共存していくためには、相手の価値ある大切ないのちと向き合い、その人の存

在を認め合うことが重要である。それぞれの異なった個性を互いに認め合うことで豊かな生活を送る

ことができ、健康でいることができる。」などの記述があった。 

  



66 

 

②自分の未来への志向 

 養護教諭を目指す学生は、いっそうその気持ちが強くなったことを、また保健師を目指す学生は、

学校保健や養護教諭の在り方を活かしていこうという気持ちを記述していた。看護師を目指す学生は、

「養護教諭は看護師と同じで、まず生徒に寄り添うことである。子供や大人の声を聴いて解決できる

ように寄り添い、信頼関係を構築することである。」と記述していた。 

 学生は来年度初めには教育実習にいくことになっている。多くの学生は教育実習を思い描いて本講

義を受講しただろう。保健指導や保健学習について児童の主体的な学びを促すために、講義や演習か

ら多くの学びを得ることができた。 

 本講義を通して、自分の近い未来について意欲をもてた学生がいたことから、レジリエンスの要素

の一つ「肯定的な未来志向」に貢献したと思われる。 

 

８ 終わりに 

 最後に学びをふり返っての一人の学生の記述を記す。 

 「養護教諭の役割からいのちの大切さ、理解してもらうための授業まで幅広く学んだが、これは全て

自分自身相手と向き合い、大切に扱うことができるかに大きく関わっている。今見えるものだけを見

るのではなく、目に見えない内面を見ることが、かけがえのない大切な存在だと認識し、自分にとっ

ても相手にとっても切り離せないものになるのだと思った。」 

  ここに現れているのは、いのちとは、人であっても物であっても、全てにいのちが内在していると

いことである。相手に対する「いのちのまなざし」の眼を澄まして、そこに生きること、そこに在る

ことを認めることの大切さである。そのような関係性の中で、人は存在の確信を得ることができる

だろう。「いのちのまなざし」は、看護師、養護教諭、保健師として最も根幹となる資質と考える。 

  今年度は、学生の記述を分類し考察することで学習効果を探求したが、次年度はレジリエンスの尺

度によって学習効果を追求したいと考えている。 
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〈実践報告〉 

 

地域子育て支援連携のための保育専攻学生の地域保健見学による学び 

  

                            青木利江子 福祉総合学部・非常勤講師 

 

はじめに 

 地域子育て支援は、現在子ども地域包括支援事業として胎児期から子育てまで、子どもの健やかな成

長と支援のために、親子を継続的に支援しており、市町村は各対象に対して個別支援計画をたて母子保

健事業を充実させている。一方ライフサイクルを通してみると、児童福祉法第４条において「児童とは、

満十八歳に満たない者」1)であり、その期間を全て地域において継続的に支援できているかというと、

現行の制度やシステムの中では、縦割りに支援されている部分が多い。とくに３歳以降、子どもたちの

健康支援は幼稚園・保育所・こども園に入園すると保育者、学校保健では養護教諭が担う部分が大きい。

幼稚園・保育所・こども園において、乳児は生活支援の部分が多く、保育、保護者支援など保育者の責

務は大きい。また乳幼児は免疫機能が成長過程にあるために、感染症や健康に関する課題や支援の役割

も大きい。山本（2014）は、看護師のいる施設においては健康に関して連携ができるが、保育者のみで

対応することの限界について述べており、様々な社会資源と連携、共同して子どもや保護者の支援をし

ていくことは、地域で子どもを継続的に支援していくために大切であると考える２）。「子ども・子育て

支援法」第２条には子ども・子育て支援は、家庭、学校、地域、職域その他社会のあらゆる分野におけ

る全ての構成員が各々の役割を果たすとともに、相互に協力して行わなければならないとある３）。 

 福祉総合学科子ども福祉コースの学生は、卒業時に保育士、幼稚園教諭の資格を取得し、保育者とな

る学生が多い。平成３０年保育所保育指針解説書には、「保護者に対する子育て支援、保護者との相互

理解、保護者の状況に配慮した個別の支援、地域の保護者に対する子育て支援、地域に開かれた子育て

支援、地域の関係機関等との連携」について述べられており、保護者理解、地域の関係機関の実践の理

解は大切であると考える。「乳児保育、子どもの保健Ⅰ」の科目において、学生は乳幼児の発育、発達、

疾病とその対応、生活支援などについて知識、技術を学習している４）。 

 今回は、保育専攻課程の中の「乳児保育、子どもの保健Ⅰ」の科目において、地域社会資源である市

町村行政がどのような子育て支援活動をしているのかを理解し、保育者が地域社会資源とどのように連

携していけばいいのかを学ぶことを目的に、市町村における地域子育て支援事業（子育て学級）の見学

を実施した。本教育実践報告は、地域子育て支援事業見学における保育専攻学生の学びを報告する。 

 

I科目の概要と実際 

1. 科目の構造と学習目標 

今回の見学は「乳児保育、子どもの保健Ⅰ」における乳児の心身、保護者による保育の実際、地域に

おける親子の支援、他機関との連携の実際について見学した。「乳児保育、子どもの保健Ⅰ・Ⅱ」は、

保育士資格必修科目であり、子どもの心身の発育、発達、疾病への対応、生活支援、養護、保育をその

内容としている。当該科目は、女性の社会進出により乳児に対する保育の役割が大きくなり、また災害、

事故の増加による子どもの安全への対策が必要とされる社会的変化を受け、保育所保育指針の改定によ

り、２０１９年度より、「乳児保育Ⅰ・Ⅱ、子どもの保健、子どもの健康と安全」に改変される。 

現科目の学習目標は、「乳幼児の心身についての知識、技術を習得し、親子が自ら健康的な生活を送
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ることができるように支援することができるようになる」ことである。科目は講義科目であるが、後期

の実習に向け、乳児の心身の健康、生活支援経験の少ない学生にとり、乳児の理解を促し、また乳児の

保護者がどのような思いで日々子育てをしているか、その思いや子育ての実際を見学し、理解すること

は必要であると考える。また健康、保健において多くの支援を必要とする乳幼児に対しては、市町村行

政では乳児、１歳６ヶ月、３歳児健康診断、乳児訪問、赤ちゃん訪問などの事業があり、保育所への巡

回訪問など連携をしている。そうした連携を実際に見学する機会は、施設実習においても少なく、今回

の市町村保健事業の見学はそうした背景を踏まえ実施した。 

 

２．事前学習 

 乳児保育、子どもの保健Ⅰの講義において学生は乳幼児の発育、発達、疾病とその対応、生活支援な

どについて講義において知識、技術を学習している。見学前の講義においては、保育所における地域子

育て支援についての実施計画書（保育所における保護者会の企画）をグループ学習で作成し、発表をし

ている。（保護者の悩みの共有と保育支援、保護者の仲間作り、父親の育児支援と男性保育士の役割、

親子離乳食、子どもの泣きの理由についての情報、思いの共有と支援、親子参加の発育、発達に合わせ

た遊びの支援） 

 

３．市町村行政の地域子育て支援事業の見学 

1)「子育て学級」の概要 

・対象 

K 市による地域子育て支援事業である「子育て学級」は、「２〜３カ月の第１子乳児と保護者、及び

第２子以降の乳児と保護者希望者」を対象として希望を募っている。参加親子は１０組（２０名）、妊

婦１０名、夫２名。 

・ 内容・担当者 

「子育て学級」事業は、「育児の仲間作り、情報交換、児の発育確認、保育支援を行う」ことを目的

としている。子育ての心配や気になっていることを相談し、地域の子育てネットワーク（サークル）作

りなどの支援をしている。具体的には、以下の内容で２回のコースを実施している。１コース２時間で

あり、担当は、助産師、保健師、保育者、消防隊員である。 

 

表１ 事業の内容と担当者 

  内容 担当者 

１回目 

自己紹介、集団育児、健康相談、ベビーマッサージ、ベビ

ーサイン、乳幼児親子と妊婦と夫の交流、リプロダクティ

ブ・ヘルス（女性の生涯の健康）、個別育児、健康相談 助産師、保健師 

２回目 

親子遊び、子どもの救急法、サークル作り（子育てネット

ワーク） 保育者、保健師、消防隊員 

 

 

２）学生の見学内容 

・目的 

見学において、地域の乳幼児を育てている保護者の思いや親子の関わり、乳幼児の観察を通して、乳

児、保護者支援、妊娠中の親の気持ちについての理解を深める。 
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・ 方法 

２回のプログラムのうち、現在市町村行政で重点を置いている妊婦からの子育ての地域包括における

継続的支援についても学ぶために、妊婦との交流の含まれた１回目の見学を実施した。 

表１に示したプログラムで各学生が集団健康教育、ベビーマッサージ、ベビーサイン、乳幼児親子と

妊婦の交流を見学できるようにした。また交代の間に、乳児健康診断の際に栄養士が指導している離乳

食指導に関して栄養士から説明を受けた。リプロダクティブ・ヘルス、個別育児、健康相談は見学がで

きなかった。 

 

４．事後学習 

・見学演習後の振り返りの記録、発表 

見学について振り返り、市町村における地域子育て支援、乳児保育支援の実践の記録（身体計測と準

備、親子の自己紹介の見学、集団育児相談の見学、保護者の育児の質問のポストイットグルーピング、

ベビーマッサージとベビーサイン、離乳食、親子と妊婦の交流、全体の考察）について記録し、事後学

びの共有のための発表をした。 

・学生の地域子育て支援の企画、実施 

 地域子育て支援後、子育て学級に参加した保育専攻学生から大学祭でベビーサインの地域子育て支援

活動をしたいので教材（本、DVD）を借りたいと提案があった。事後の講義の中で、学生が大学祭での地

域子育て支援企画の説明をし、その後安全、衛生などの環境について考えた。子育て学級に参加した学

生による地域子育て学級の企画を参与観察し、学生や参加親子の様子を観察した。大学祭の企画は、親

子（母親、父親、乳児、小学生など）の参加があり、教室をレイアウトし、黒板にベビーサインの掲示、

手作りおもちゃなど親子が楽しめる環境づくりをしていた。実施において学生は、親子に優しく、話し

かけて説明し、ベビーサインを伝えていた。参加親子も楽しそうにベビーサインをしていた。子育て学

級参加による学びを地域子育て支援の企画、実施と行動変容につなげていた。 

 

写真１ 学生の大学祭でのベビーサイン地域子育て支援企画 

    の実施の様子 
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Ⅱ学びに関する調査、分析 

１．親準備性意識の変化 

１）調査内容及び分析方法 

・見学演習前後の質問紙調査 

見学の前後に、無記名の自己式質問紙調査、佐々木(2007)の 親性準備性尺度（青年期男女の親準備性

を計る）：乳幼児への好感感情９項目、育児への積極性１３項目について、あてはまる、ややあてはま

る、ふつう、あまりあてはまらない、あてはまらないの５件法５）、河瀬(2010)親準備教育（子どもとの

ふれあい体験による親準備教育の効果を計る）:育児機会２項目・育児の自信４項目・親になるイメージ

２項目、さらに保護者の理解４項目、乳児の理解６項目について、あてはまる、ややあてはまる、ふつ

う、あまりあてはまらない、あてはまらないの５件法を実施した６）。信頼性係数（Cronbachα係数）は

親性準備性尺度は.731、親準備教育は.873であり内的整合性があると判断した。対象学生は子ども福祉

コース 11名（男子３名、女子８名）。倫理的配慮に関しては無記名、統計的に処理すること、評価には

関係しない旨などを説明後、実施し回答により調査協力の同意を得たと判断した。 

分析は、子育て学級見学の前後の学生の乳児、保護者の理解、育児に関する意識を比較するために対

応のある t検定を SPSS19にて分析をした。 

  

２）結果 

・見学前後の自己式質問紙調査結果 

子育て学級前後の親性準備性、親準備教育項目の変化は、乳幼児への好感感情、育児への積極性、育

児機会・育児への自信・親になるイメージ、保護者の理解の全ての項目で事後の方が平均点は高かった

が、対応のある t検定にて有意差のあったのは乳児の理解項目であった。（p＜0.01）（表１） 

 

 

表２ 親準備意識の事前事後の変化 

 

 

２．地域における子育て支援の理解のプロセス 

１）質的データ（実践の見学記録、発表会）の分析方法  

市町村における地域子育て支援、乳児保育支援の実践の見学記録（身体計測と準備、親子の自己紹介

の見学、集団育児相談の見学、保護者の育児の質問のポストイットグルーピング、ベビーマッサージと

ベビーサイン、離乳食、親子と妊婦の交流、全体の考察）、学びの共有の発表について質的に分析した。
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分析方法は、学生の記述や発表の内容について Modified Grounded Theory Approach(M—GTA)を用い「地

域における子育て支援の理解のプロセス」をテーマに、分析焦点者を「地域保健見学に参加した保育専

攻学生」として地域子育て支援の理解のプロセスについて分析した７）。概念シート（概念、定義、理論

的メモ）（資料１）により分析のプロセスを言語化・可視化し結果を関連図、ストーリーラインで示し

た。 

２）結果  

 市町村子育て学級の学生の発表や記述の内容について観察、M—GTA を用い「地域における子育て支援

の理解のプロセス」をテーマに、分析焦点者を「地域保健見学に参加した保育専攻学生」として分析し、

地域子育て支援の理解のプロセスについて分析した。結果、１４概念、６カテゴリーが形成された。（表

２）理解のプロセスを図２に示す。以下カテゴリーを【   】、概念を＜   ＞で示す。 

・M—GTA による地域保健見学に参加した保育学生の「地域における子育て支援の理解のプロセスの質的

分析のストーリーライン」                                                                                                                                                                                               

 学生は、子育て学級の身体計測準備のおむつ交換や親子の関わりの場面の、乳児の表情、行動、泣き、

笑顔などから＜乳児の理解＞をし、慣れない母親の様子、泣いている子どもをあやす様子、親子のふれ

あいをするベビーマッサージ場面から親の子どもへの思い【親子の理解】＜親子の関わりの理解＞を知

る。一方ポストイットに母親が心配や悩みを書いた記述を読み、マッピングしたり、母親の質問などか

ら共通・様々な＜親の悩みの理解＞をしていた。最初は緊張していた母親同士が自己紹介したり、子育

ての喜びや悩みを話したりする様子を見学して、＜母親同士の気持ちの共有の理解＞＜親同士が馴染め

る様子の理解＞をした。またベビーマッサージなど親子の触れ合いを通して母親の表情が穏やかになっ

たり、子どもが泣きやんだり笑顔になったりするのを見て＜子育ての喜びを理解する＞＜母親の気持ち

の安心への変化の理解＞をしていた。妊婦と夫とのふれあい場面では先輩ママやパパが、丁寧に体験談

や意見を話してくれたり、子育ての悩みの相談により母親が安心して育児ができ、また同じ時期に子ど

もを産んだ親同士の交流の支援をする専門家の様子を見学し、【親同士の関わり合いの理解】＜親同士

の支え合いの理解＞をしていた。地域子育て支援専門家の＜多職種の地域子育て支援の役割の理解＞＜

母親の自尊心を尊重する関わりの理解＞＜地域連携の意味の理解＞【地域子育て支援の意味の理解】を

する中で、母親の悩みや不安への対応、的確なアドバイスをするために【自らの学びを振り返り、学び

の必要性の理解】をした。その中で、親同士の交流の時間を増やすなど【地域子育て支援活動への提案】

も考えた。その後、今回の学びを通して、大学祭でベビーサインをする企画を考え【学生の地域子育て

支援の企画、実施】をした。 
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   表３ 保育専攻学生の地域における子育て支援の理解のプロセスにおけるカテゴリーと概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【    】カテゴリー  

      変化の方向性 

図１ 地域における子育て支援の理解のプロセス 
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Ⅲ考察 

１．地域で生きる親子の姿の理解 

 保育所、幼稚園、こども園の子どもと保護者は地域の中で、様々な人々とかかわりあいながら生きて

いる。その一つが市町村保健行政であり、保育専攻学生や保育者が実習や実践で出会う前の妊娠期から

子育てまでの親子を支援している。今回学生が見学した子育て学級においても、２～３か月の親子と妊

婦と夫が参加していた。妊婦がどのようなことを思い、心配し、悩みながら日々過ごし出産に向け過ご

しているのか、夫はそれにどのようにかかわっているのかなど、妊娠中の親の胎児への思いや日々の生

活について理解できたと考える。また２～３か月の子どもや親の関わりの様子や日々の子育ての喜び、

思い（笑顔、表情、日々の成長）、心配、悩み（授乳不足への心配、泣きへの対応、お風呂の入れ方、

指しゃぶりやおしゃぶりへの心配、便秘、湿疹、寝る向き、抱くことによる腱鞘炎）などの言動から家

庭で乳児を保護者がどのように保育し、心配や悩みに対して地域の専門家（助産師、保健師）がどのよ

うに支援しているかが理解することができたのではないかと考える。 

 量的分析によると、親性準備性、親準備教育の調査では、乳児の理解は事後に有意に高くなっていた。

有意ではないものの乳幼児への好感感情、育児への積極性、育児機会、育児への自信・親になるイメー

ジ、保護者の理解の全ての因子において事前より事後の方が、得点が一貫して高かった。また質的分析

においても、＜乳児の理解＞、＜親子の関わりの理解＞、＜親の悩みの理解＞、＜子育ての喜びの理解

＞などの対象の理解についての概念があげられていた。 

２．地域子育て支援の意味の理解（市町村の地域子育て支援の特徴の理解） 

 保育者は、施設、教育機関などの中で、対象の親子また地域の母子の支援をしている。市町村の地域

子育て支援の特徴は、地域に住む住民の親子を地域の中で支援することを目的としている。今回見学し

た子育て学級も自己紹介の場面では、親子の住んでいる地区についての話をしており、参加者の中で自

らの住む地域の参加者と知り合い、居住地区に近い人同士が知り合い仲間づくりできるように配慮され

ていること、地域の中で妊娠期から子育てまで継続して支援をする市町村の地域子育て支援の特徴が理

解できたと考える。また子育て学級の見学を通して、市町村の地域子育て支援の専門家（保健師、助産

師、栄養士）の地域に住む親子への支援の様子（育児相談、親同士の交流支援、妊娠期から子育てまで

の支援）を見ることにより、地域での子育て支援専門家の役割や実践を理解できたと考える。 

３．親同士の関わりの理解 

保育所、幼稚園、こども園に通っている親子は、送迎時、特に降園時の交流や参観日、保護者会など

親同士が交流する機会を設けていると考える。核家族、移住者、外国人、地縁の低下など子育ての相談

者も少なく、孤立し不安や悩み、心配などをかかえながら子育てをしている母親もいる。今回見学した

子育て学級も、集団で知り合うことのできる乳児健康診断（４か月）の前の、授乳の管理、夜間の授乳、

沐浴など、知識や技術面など子育ての役割の多い時期に、子育てに慣れず、心配や不安を抱えている親

子が参加していた。同じ地域に住む親同士が、関わりながら共通した悩みや思いを語り合う中で、共感、

共有、理解し、ともに子育てをするピアの仲間づくりをするプログラムについて理解できたと考える。

学生は、親の悩み（ポストイットへの記入、言動）を全体で相談しあう集団保健、保育相談を通して、

母親同士がうなづいたり、追加の質問をしたり、アドバイスをし合う様子を見学することにより、親同

士が気持ちを共有し合う様子を知ることができた。また子どもが小さく家庭にいることの多い時期、慣

れない社会の集団の場にきて、親子が、はじめ緊張感がある中で、自己紹介やお互いの気持ちの共感を
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通して馴染んでいく様子を見ることにより、子育てを通した親同士のつながりが作られていく過程を学

ぶことができたと考える。 

Entsieh AA（2016）は親の準備のための妊娠期からの関わりの重要性について述べており、Palsson P 

（2017）は父親の妊娠期からの関わりは親としての準備に関連することを述べている８）９）。妊娠中の親

子（妊婦、夫、胎児）と子育て中の親子との交流では、妊娠、出産、子育てのことなど妊婦や夫の心配

や質問の相談、乳児との触れ合いなど、先輩の親子の相談支援、役割意識、妊婦や夫に対する育児中の

親によるピア支援の様子も学ぶことができた。学生は交流場面や妊婦や夫が乳児を嬉しそうに、慣れな

い様子で、抱き方などを育児中の母親からアドバイスを受けながら抱っこしたりする場面の見学や、学

生自身が乳児の抱っこの体験もしながら、親同士の支え合いの理解をしていた。 

 質的分析においても、＜親同士が馴染める様子の理解＞＜母親同士の気持ちの理解の共有＞＜親同士

の支え合いの理解＞の親同士の関わり合いの理解についての概念が抽出された。 

 

４．多職種（保健師、助産師）の地域子育て支援の理解 

 市町村の地域子育て支援の中心となる専門職は保健師であるが、今回の子育て学級では助産師、保健

師、栄養士の活動支援の場面、役割の理解をすることができた。保健師は導入の部分の自己紹介、個別

健康、保育相談、子育て中親子と妊娠中の親子の交流を担当し、助産師は集団健康、保育相談、ベビー

マッサージ、ベビーサイン、個別健康、保育相談を担当していた。今回は栄養士の実際の指導場面を見

学することはできなかったが、学生は乳児健康診断時の集団離乳食指導内容についての講義を受け、地

域の離乳食指導内容について理解した。また悩みの相談支援、ベビーマッサージなどの活動を通して、

親子が活動の中でリラックスして参加する過程を見学し、様々な活動の中で、多職種専門家の地域の親

子への支援を学んでいた。先行文献においても、発達障がい児や気になる子どもや保護者への対応など、

保育所保育士と市町村保健師との連携の必要性が述べられており１０)１１）、実践の連携を進めるために

も、学生が教育の中で地域にいる多職種の活動の内容や実践の場面を見学することは、地域における多

職種の活動、役割理解につながり、実践の場面の連携にもつながりやすいと考える。 

 質的分析では、育児相談、ベビーマッサージなど保健分野の専門家の関わりに対して、＜母親の気持

ちの安心への変化の理解＞＜多職種の地域子育て支援の役割の理解＞＜母親の自尊心を尊重する関わ

りの理解＞の概念が抽出された。 

 

５．学生の自らの学びの振り返り、学習の必要性の理解 

学生は、親の悩みに対する集団保健、保育相談や親子の言動による親子理解などを通して、乳児保育、

子どもの保健に対する知識、技術を学習する必要性について改めて理解していた。先行文献においても、

保育者の子どもの保健、障がい児への対応など保育の責務について述べられている１２）１３）。保育所の

看護師の勤務の有無により、保育者の子どもの健康への責務や業務も相違がある１４）１５）。保育者にと

って、子どもの心身の健康を守る責務のある中、どのようにかかわれるのか、またかかわる必要がある

のか今後の学習の中でも具体的に学びを深める必要があると考える。 

今回の見学前の事前学習の際に、市町村の地域子育て支援活動について、活動について学ぶとともに、

その課題、対策についても考えるように課題を出した。学生は学びを通して、子育て中の親子と妊婦と

夫の交流の時間を増やす、ピア的交流場面にどのように専門家が支援するのがいいのか（見守りの距離；

近い方がいいのか、少し離れて見守るのがいいのか、お互いの思いの交流しやすい環境、参加者の思い

の理解など）見学した地域子育て支援活動の実践について様々考え、市町村地域子育て支援専門家（実
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践報告者）に実践の振り返りの中で学びのフィードバックをした。 

 質的分析でも、学生は親子に的確に対応し、安心感を与えられるようにもっと知識や技術について学

ぶ必要があるなど学習の振り返り、必要性などを再認識しており、＜自らの学びの振り返り、必要性の

理解＞＜子育て学級の学びからの提案の報告によるフィードバック＞の概念が抽出された。 

 

 

 

今回の見学演習の限界と今後の課題 

・ 見学の学生の参加者が１１名と多かったために（通常市町村行政は見学者を２、３名に限定してい

る）、市町村側と検討し事業参加の親子に負担にならないように、一方できるだけ様々な場面を見

学できるように、時間を区切って見学したために個々の内容についてゆっくり学ぶことが難しかっ

たと考える。 

・ 今回は子育て学級事業の１回目の参加のみであったが、２回目は子育てネットワーク作り、子ども

の救急法、親子遊びなどもあり、月齢も３〜４ヶ月になり首の固定する子どもが多くなるので、保

育士と親子が関わりながら遊んだり、学んだりする様子なども見学できる。参加学生を２グループ

に分け１回目、２回目の見学をし、見学後報告会を設けることにより、１回目と２回目の内容、情

報を共有することができると考えた。またそうすることにより、上記の課題である１回の見学人数

も限定でき、それぞれの内容の見学時間も長くとれ、親子と関わる時間も長くなるので学びが深く

なると考える。 
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資料１ 概念シート ＜地域連携意味の理解＞概念 

＊（  ）同一記号同一学生 

分析テーマ・
分析焦点者

「地域における子育て支援の理解のプロセス」を分析テーマに、分析焦点者を「地域保健見
学に参加した保育専攻学生」

概念２ 地域連携の意味の理解

定義 地域と協力して育児をしていくことの必要性の理解をする。

バリエーション
・これからもこのような取り組みを増やしていけば地域の方とも協力して育児していくことがで
きると思った。（A)

・実際に触れ合えるこのような機会があれば是非参加してみたい。（B)

・市町村における乳児と保護者への地域子育て支援の実践について見学しにいくことができ
てとてもいい経験になり、新たな発見や知識を学ぶことができた。（B)

・お母さんと赤ちゃんが安心して計測を行えるよう保健師さんがお母さんと赤ちゃんに話しか
けたりしていた。「大きくなったね」などと声をかけていた。（C)

・今回のような赤ちゃんの育児や体調の悩みなどを相談する場があるというのは、お母さんた
ちが少しでも安心して育児ができるような感じがしてすごくいいなと思った。（C)

・このような集まりがあればママ友を作れるので良いなと思った。（C)

・地域の子育て支援は生まれたばかりの赤ちゃんを育てる親たちの相談の場となり、また同
じ時期に子どもを産んだ親のコミュニケーションをとる大切な支援だと考えた。（D）

・これからも多くの親子が参加できるようにこういった地域子育て支援があるのだということを
宣伝して行くことも必要である。（D)

・全体を見て子育て支援がしっかりしていると感じた。初めての子育てで不安が多い中で、子
どもとの関わり方や悩みを聞いてもらえる環境があることで安心できると思う。（E)

・わからないことだらけで赤ちゃんを育てているので保健師さんの優しい声かけがとても大切
だと思った。（E）

・保健師さんは赤ちゃんのことがきちんと頭に入っていて的確なアドバイスができ、自分自身
もっと勉強しなければいけないと考えさせられた。（E)

・お母さんたちの交流も深まり、、妊婦さんの出産に対する不安、お母さんの育児に対する不
安が解決できるいい機会で、本当にいい支援だと感じた。（F）

・保健センターに妊婦さんや赤ちゃんのお母さんがたくさん来ていた。（G)

・このような支援の実践は初めての育児をしているお母さんたちにとって大切な居場所となっ
ているように感じた。（H)

理論メモ 対極概念（反対の概念）この場合は提案
対策としてはもっと妊婦さんと赤ちゃんのお母さんの交流を増やした方がいいと思う。（I)
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教員紹介

■中・高教諭課程 保健体育科

石原 啓次 教授 （経営情報学部総合経営学科） 

自己紹介（教職関連の経歴、趣味、モットーなど） 

本学保健体育科教職課程開設当初から、体つくり運動（2 年次保健体育科必修

科目）を担当しています。授業では、模擬授業等、できるだけ実際の授業を想定し

て、学生が取り組めるように心がけています。 

最近の趣味はウルトラマラソンです。ランニングの奥深さを改めて感じています。 

担当科目 

「体つくり運動」「スポーツ科学」「健康運動指導法（実習を含む）」 

教職を目指す学生へのメッセージ 

教職の専門性を高めるとともに、以下にも心がけましょう。 

・世の中で起こっていることに関心をもつ。

・相手の立場で物事を考える。

・自分の行動を律する。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■中・高教諭課程 社会科・地理歴史科・公民科

三島 武之介 助教 （国際人文学部国際交流学科） 

自己紹介（教職関連の経歴、趣味、モットーなど） 

本学着任前に、九州にある私立の高等学校にて５年間英語科教諭と学級担任を

務めました。高校２年生にイギリスの王室制度について英語で学ばせるなど、生徒に

無理難題を突きつける教員でしたが、卒業生の中には千葉まで会いに来てくれる人

もいます。 

趣味は、歴史家の職業病かもしれませんが、名跡めぐりです。学生時代はロードレ

ーサーに乗って、京都市内から「ひこにゃん」の彦根城まで行ったり、鹿で有名な奈良公園に行ったりしました。

関東に来てからは、電車やバスで、明治・大正期の洋館を訪れることが多くなりました。 

担当科目 

「政治学入門」「アメリカの歴史」「国際関係論」

教職を目指す学生へのメッセージ 

生徒は教員の姿を映し出す鏡です。あなたが立派な教員であれば、教え子も立派な生徒になります。 

何をやるにも、まずは自分から始めましょう。 
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■幼稚園教諭課程 

倉田 新 教授 （福祉総合学部福祉総合学科） 

 

自己紹介（教職関連の経歴、趣味、モットーなど） 

保育学、児童福祉学、子ども環境学等が専門領域です。その他特別支援教育 
や保育経営学､保育園の建築設計、キャリア教育にも足を突っ込んでいます。 
保育施設の園長をしていたので研究は学際的で幅広く実践的研究が中心です。 
趣味はヨット､旅行、弦楽器収集、写真、天体観測､絵画、読書、演劇、料理、 
JAZZ 鑑賞、海岸散歩等多趣味、幾つになっても好奇心を持ち挑戦しています。 
 
担当科目 
「保育原理」「保育者論」「保内容指導法環境」「保育内容指導法」「幼児文化論」「保育実習指導」 
 
教職を目指す学生へのメッセージ 
ナイチンゲールは「天使とは、美しい花をまき散らす者ではなく、苦悩する者のために戦う者である」

と言いました。それには哲学や教養、愛の精神に基づいた深い学びと技術が必要です。挑まぬ者に発達

なし。生涯勉強です。 
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2018 年度 教職課程スケジュール 

 

 

1 年次 中高・幼稚園教諭課程 養護教諭課程 

4 月 
教職課程オリエンテーション 

教職課程登録カード提出 

教職課程オリエンテーション 

教職課程登録カード提出 

2 年次 

4 月 
教職課程オリエンテーション・履修カルテ記入 

教職課程費納入（15,000 円） 

教職課程オリエンテーション・履修カルテ記入 

教職課程費納入（15,000 円） 

3 月 内諾ガイダンス・内諾活動開始 養護課程学年ガイダンス・履修カルテ記入 

3 年次 

4 月 
教職オリエンテーション 

介護等体験費納入（7,500 円） 

教員採用試験対策講座 

 12 月 - 3 月 

養護実習内諾ガイダンス・ 

養護実習ガイダンス 

内諾作業開始 

5 月 

介護等体験ガイダンス 

介護等体験事前指導 

介護等体験（特別支援学校） 

 

6 月‐2 月 介護等体験（社会福祉施設） 7 月 養護実習成果報告会参加 

10 月‐3 月 教育実習ガイダンス  

1 月 教育実習報告会 

 養護実習事前面接 

模擬健康相談オリエンテーション 
2 月 

教育実習（幼稚園） 

事前面接・模擬保育 

3 月 
教育実習事前面接・模擬授業 

履修カルテ記入 
 

養護実習事前面接・模擬健康相談  

履修カルテ記入 

※介護等体験は中学校教諭一種免許状取得希望者のみ。 

4 年次 

4 月‐5 月 

教職課程オリエンテーション 

教職課程費納入（15,000 円） 

教育実習生名簿登記 

教育実習事前指導 

教員採用試験対策講座 

12 月‐3 月 

教職課程オリエンテーション 

教職課程費納入（15,000 円） 

養護実習生名簿登記 

養護実習ガイダンス 

養護実習事前指導 

5 月‐11 月 教育実習 

6 月 養護実習 

7 月 養護実習事後指導 

養護実習成果報告会 

12 月‐1 月 

教職実践演習 

教育実習事後指導 

教育実習報告会 

11 月‐12 月教職実践演習 

10 月 免許状一括申請ガイダンス 1 免許状一括申請ガイダンス 1 

12 月 免許状一括申請ガイダンス 2 免許状一括申請ガイダンス 2 

2 月 
免許状一括申請ガイダンス 3 

履修カルテ記入 

免許状一括申請ガイダンス 3 

履修カルテ記入 

3 月 免許状授与（卒業式） 免許状授与（卒業式） 
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取得可能免許種および教科 

 

 

 2016 年の教育職員免許法及び施行規則の改正にともない、教職課程を設置している全ての大学にお

いて、2019 年度入学者より、教職課程は新課程へ移行されることになります。 

城西国際大学教職課程は、新課程移行にともない文部科学省へ教職課程再課程認定申請をおこな

い、2019年 2月に認定を受けました。 

これにより、2019年度入学者からは、それぞれの学部・学科に所属して所定の単位を修得すること

で、以下の一覧表のとおり教員免許を取得することが可能となります。 

 

〇取得可能免許種一覧 

学部 学科 定員 免許状の種類（教科） 

経営情報学部 総合経営学科 400 中学校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（公民） 

中学校教諭一種免許状（保健体育） 

高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

国際人文学部 国際文化学科 80 中学校教諭一種免許状（国語） 

高等学校教諭一種免許状（国語） 

中学校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

国際交流学科 120 中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

福祉総合学部 福祉総合学科 

（子ども福祉コース） 

140 

（50） 

高等学校教諭一種免許状（福祉） 

幼稚園教諭一種免許状 

看護学部 看護学科 100 養護教諭一種免許状 
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「教職課程担当教員による報告」投稿要領 

 

１． 日程 

① 投稿意志確認 9 月初旬  各学部教職課程運営委員とりまとめ 

② 投稿締切 11 月中旬 

③ 査読者決定 投稿を受け付けたものから順次 

④ 完全原稿入稿 12 月 1 日 

⑤ 刊行（予定） 年度末 

 

２． 投稿・編集 細目 

① 投稿有資格者は、原則として教職課程の科目を担当する本学教育職員（専任教員および非常勤講師）とす

る。ただし、共同発表を希望する 場合は、学外の共同研究者を含めることができる。 

② 投稿は次の区分による。 

(1) 研究報告： 学校教育や教員養成に関する研究、専門と教科教育の関連における研究など 

(2) 実践報告： 教授法の実践報告、教職科目としての授業実践報告など 

(3) 調査報告： 教員養成に関する調査報告、教育界に関する調査報告など 

(4) その他（資料紹介、教育関係の書評、教育時評等） 

③ 投稿は、未発表の内容に限る。二重投稿は禁止する。 

④ 区分(1)～(3)は、その内容と公表の意義について、編集委員会および教職実施委員会（必要に応じて本学

の各研究領域の専任教員）の査読と評価を経て、編集委員会が掲載の可否を決定する。 

⑤ 上記査読者は、査読結果を文書によって編集委員会に報告する。 

⑥ 原稿の書き方は、下記執筆細目による。 

（ア）和文は本文・注を含めて 8,000 字～16,000 字程度、図表・写真等は 10 点以内を基準とし、欧文は 

   3,000 語～6,700 語程度とする。 

（イ）横組み・縦組みの別も含めて、印刷の様式は編集委員会が決定する。 

（ウ）図表・写真の掲載数、掲載サイズ、レイアウトは編集委員会が決定する。 

① ヒト・動物に対する研究は、倫理上適切に対応されていなければならない。かつ、そのことが投稿の中で明

記されていなければならない。図・写真などの著作権処理は、必要に応じて執筆者の責任で行うものとする。 

② 執筆者用の抜刷は PDF データでの提供とする。 

③ 執筆者は、城西国際大学に対し、当該原稿の出版権利用を許諾するものとする。 

④ 冊子は、原則として電子化し、大学ホームページ上に公開する。ただし、執筆者が電子化公開を希望しない

特別の理由を有する場合は、その旨の理由書を提出し、編集委員会の承認をもって、当該論文の電子化公

開を拒否することができる。 

 

3． 執筆細目 

① 原稿１ページ目には、投稿区分、題目、氏名、所属・職位、連絡先・メールアドレスを記入する。 

② 原稿２ページ目冒頭に題目を記し、投稿区分(1)～(3)の場合は、以下に無記名で、本文、注、参考文献の

順に記す。注は後注形式にする。 

③ 図表・写真には番号やキャプションをつける。 

④ 投稿の際はプリントアウトした原稿２部を提出する。入稿の際に定稿の電子ファイルとプリントアウト１部を提

出すること。印刷上の留意点があれば明記しておくこと。 

⑤ デジタルデータ入稿の場合は、CD等に各種データをわかりやすく保存して提出する。画像データは印刷に

耐える解像度のものを入稿すること。 

⑥ 著者校正は原則初稿までとする。校正段階での加筆や内容変更は認められない。 

⑦ 統一をはかるため、編集委員会で体裁を改めることがある。 
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